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１ 特別支援教育とキャリア教育

■特別支援教育とは

■キャリア教育とは

２ キャリア教育推進の意義 ～ 卒業後を見とおした小学部から高等部までの一貫した教育の実現 ～

■各学校におけるキャリア教育に取り組む意義

特別支援教育とは
障害のある児童生徒の自立や社会参加に向けた主

体的な取組を支援するという視点に立ち，幼児児童
生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，その持てる
力を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服する
ため，適切な指導及び必要な支援を行うものである。

（1）教育改革の理念と方向性を示すキャリア教育
キャリア教育は，一人一人のキャリア発達

や個としての自立を促す視点から，従来の教
育の在り方を幅広く見直，改革していくため
の理念と方向性を示すものである。

（2) 子どもたちの「発達」を支援するキャリア教育
キャリア教育は，キャリアが子どもたちの

発達段階やその発達課題の達成と深くかかわ
りながら段階を追って発達していくことを踏
まえ，子どもたちの全人的な成長・発達を促
す視点に立った取組を積極的に進めることで
ある。

（3) 教育課程の改善を促すキャリア教育
キャリア教育は，子どもたちのキャリア発

達を支援する観点に立って，各領域の関連す
る諸活動を体系化し計画的，組織的に実施す
ることができるよう，学校が教育課程編成の
在り方を見直していくことである。

キャリア教育とは
「キャリア概念」に基づいて，「児童生徒一人一人

のキャリア発達を支援し，それぞれにふさわしいキャ
リアを形成していくために必要な意欲・態度や能力を
育てる教育」。端的には，「児童生徒一人一人の勤労観、
職業観を育てる教育」。

「ｷｬﾘア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書
（平成16年1月）」より

「小学校・中学校・高等学校 キャリア教育推進の手引
(平成18年11月)」より

「特別支援教育に関する中央教育審議会答申(平成17年12月)」より

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために（一次案）
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３ 特別支援学校キャリア教育推進の方向性 ～組織的，系統的な取組の実現～

（１）キャリア教育推進の課題

① 保護者との連携

② キャリア教育に関する理解の促進及び自校の目指
す姿に対する共通理解の促進が必要であること

③ 卒業後の生活を見とおした小学部からの系統的な
学習の在り方についての検討する必要があること

④ 校内体制や推進方法を明確にする必要があること

⑤ 様々な障害種や特性に応じた指導・支援の充実
（専門性の向上）

（２）キャリア教育推進の方向性

《 キャリア教育推進の流れと本ガイドブックの関連 》

■学校方針の明確化

推進手順と組織の確認(Plan)

○推進役と各校務分掌の役割をきめる

・ 組織的に進めるための役割分担

・ キャリア教育学習会の開催

＊「キャリア教育全体推進計画」の作成

自校の「学習プログラムの

枠組み」の作成(Plan)

○自校の児童生徒に育てるべき「能力・態度」を

明らかにし、自校のキャリア教育を構想する

＊「キャリア教育全体学習計画」の作成

各学部、各学年、教科・

領域等における指導計画の

作成(Plan)

○学部・学年、教科・領域等毎の具合的な指導

計画を作成する

目標の設定

内容・方法の開発

発展的取り組みの工夫

教育課程への位置付け

個別の指導計画等の作成(Plan)

○一人一人の実態に応じた指導計画を作成する

計画の実施と啓発活動(Do)

○指導・支援を行うこと、また、家庭や地域への

啓発活動を行う

評価(Check)

○授業，行事，キャリア教育についての評価を評

価規準に基づいて行う

改善(Action)

○評価を次期の計画の作成に活かす

キャリア教育の推進にあたっては，学校全体
としての方向性をはっきりと示す必要がありま
す。校長のリーダーシップの下，学校経営方針
の中に取り入れるなど，全職員の共通理解を図
りながら，進めることが重要です。

理解編
p15

理解編
p15-16

実践編
p12

理解編
p17-20

理解編
p21-22

理解編
p23-24

理解編
p45-46

実践編
p17-22

実践編
p17-22

実践編
p17-22

実践編
p23-24,36

実践編
p7-8

実践編
p9-13

実践編
p9-13

【図１】キャリア教育推進の流れとガイドブックの関連

１ 特別支援学校におけるキャリア教育の推進
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１ 岩手県の教育品質向上運動について

【図１】教育の質を高めるために必要な視点

【図２】学校におけるPDCAサイクルの実践 ＊【図１，２】は，岩手県教育委員会教職員課（H18,6月）資料を基に作成
イメージ

２ キャリア教育全体推進計画作成の意義 ～学校としての方向性をもった指導・支援の実現～

（１）学校教育目標と日常の指導・支援の関連性を明確

■キャリア教育全体推進計画とは にすることで，方向性のある指導・支援ができる

■キャリア教育全体推進計画のねらい

① 校長のリーダーシップ
② 学校・教職員の社会的責任
③ 児童生徒，保護者等のニーズの把握と対応
④ 計画の策定と展開
⑤ 個人と組織の能力向上
⑥ 価値を生み出すためのプロセス
⑦ 情報活用
⑧ 学校の活動結果（検証・評価・反映）

＜内外環境把握

学校運営方針 ニーズ調査＞

学校経営計画

具体的年度計画

評価計画

＜活動状況

＜教育活動の実施＞ ・成果検証＞

Research
(調査･把握)

P l a n
(計画)

D o
(実施)

C h e c k
(評価)

A c t i o n
(調整行動)

＜時期計画への
更新・教育活動

の改善＞ セ
ル
フ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

学
校
評
価

キャリア教育を組織的に推進していくために
方針の決定，計画作成，実践，評価，改善の
流れを明らかにしたもの

・キャリア教育を組織的に位置付けること
・方針の決定，指導，評価の一体化を図り，学

校として一貫性のある指導を実現させること

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために（一次案）
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（２）個別の指導計画，個別の教育支援計画の作成を

組織的にバックアップする体制ができる

■全体推進計画作成の必要性

（３）計画立案・指導・評価の流れがより明確になるこ

とで指導・支援の充実につながる

３ PDCAサイクルに基づいたキャリア教育全体推進計画の作成

【図３】キャリア教育全体推進計画（流れ図）

・指導目標の設定を担任一人で行っている場合が
多い（連携・最適化に不安）

・手だてや評価基準があいまいな場合がある

・担当者が変わると学習内容や手だてがすっかり
変わってしまうことがある（系統性に疑問）

・学校として，在籍している児童生徒を具体的に
どのように育てるのかというビジョンがあいまい

・だれがどこでどのように児童生徒の力を付ける
のかということの責任の所在があいまい

・キャリア教育全体推進計画の作成による組織的
な取組の強化

原因

対策

２ キャリア教育全体推進計画作成の意義
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１ 計画（Plan）段階におけるポイント

（１）計画（Plan)段階の全体のポイント

（２）各指導計画作成のポイント（組織面）

①個別の教育支援計画，個別の指導計画の作成

【図１】全体推進計画「計画」部分の流れ

■個別の教育支援計画・個別の指導計画の

組織的な推進の工夫

○スケジュールの明確化
・行事予定の中に面談日（面談週間），ケー

ス会議日，支援会議日等を設定する
・各計画の作成期間，作成期日を示す
・各計画の評価の期日を予め示す

○各様式の明確化
・各計画の様式がそれぞれの役割を果たすの

にふさわしい内容になっているか見直す
・面談資料，ケース会議資料の様式を整備し，

誰が行っても一定の成果が得られるように
する

○会議の目的の明確化
・各会議，書類の作成の目的を明確にし，

必要のない会議や資料作成は行わない
○推進役の明確化

・スケジュール調整や進行状況を把握する担
当者を明確にし，計画的に推進できるよう
な体制を作る

○チェック体制の明確化
・作成された計画が全体推進計画や全体学習

計画に沿ったものになっているか，児童生
徒の実態に沿ったものになっているかチェ
ックする担当者とチェック基準を明確にする

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために（一次案）
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②面談・ケース会議・支援会議の必要性

■方針・目標作成のチェックポイント

③各教科・領域の年間指導計画や学部行事の計画

２ 実施（Ｄｏ）段階におけるポイント

■日常の指導・支援の記録の工夫

○短時間に，決められた内容を，共通の書き方
で簡潔に記せる様式を作成する

○情報機器(ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗやﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ)を活用して，
児童生徒の様子を静止画・動画で保存する

○校内LAN等を積極的に活用し，情報の共有化
を図る

・目指す姿が具体的で明確か
・各学校や児童生徒の実態に沿った実行可能な

内容か
・児童生徒にどのような変化や効果が期待され

るか等が具体的に示されているか
・評価方法や規準が適切に示されているか
・学校として責任を負える内容か
・十分な協議と共通理解が得られているか

＊キャリア教育に関する全体の方針及び各学部
の方針や重点目標が学校全体として系統的で
適切なものになっているかについては，キャ
リア教育推進委員会等で検討・確認すること
が望ましいです。

【表１】計画段階における検討すべき項目や内容等

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

キャリア教育全体方針 校長・ 学部会 前年度末から 昨年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 年度初め 認・検討を行う

進路指導委員会 学校運営方針の中に明確に位置付け，自校のキャリア教
職員会議 育の在り方と今年度の重点目標の共通理解を図る

計 キャリア教育学部方針 学部長 学部会 前年度末から 昨年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確
キャリア教育学部目標 進路指導委員会 年度初め 認・検討を行う。学部としての方針を明確にし，具体的な

職員会議 教育活動につながるよう，他の計画との関連を図る
画

個別の教育支援計画 担任（コーディ ケース会議，学 5月末まで 児童生徒一人一人を取り巻く関係機関と連携して，支援
ネーター）等 年会・支援会議 の方針を定める

（

Ｐ 個別の指導計画 担任 ケース会議 5月末まで 個別の教育支援計画における支援の目標を教育課程に沿
ｌ 学年会・面談 った具体的な指導目標や手だてとして定める
ａ
ｎ 個別の移行支援計画 該当担任 ケース会議，学 作成開始：高 特別支援学校を卒業後，社会生活への円滑な移行を図る

年会・支援会議 等部３年 ため，関係機関と連携して支援の在り方や方法を定める）

各教科・領域等の年間指導計画 各教科等 授業担当者会議 ５月中旬頃ま キャリア教育全体学習計画等をもとに各教科・領域にお
担当者 学年会，学部会 で けるキャリア教育の内容や時期を明らかにする

各学部行事等の年間指導計画 各行事等 学年会，学部会 ５月中旬頃ま キャリア教育全体学習計画等をもとに各行事等における
担当者 担当校務分掌 で キャリア教育の内容等を明らかにする

【表２】実施段階における検討すべき項目や内容等

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

各教科・領域等における指導・支 各教科等 授業担当者会議，通年，随時 各教科・領域等の中でねらっているキャリア教育の内容
援 担当者 ケース会議 を適切に行い，児童生徒のキャリア発達を促す

実 学級における指導・支援 担任 ケース会議，学 通年，随時 学級活動の中でねらっているキャリア教育の内容を適切
（キャリアカウンセリング含） 年会 に行い，児童生徒のキャリア発達を促す

施 行事等における指導・支援 各行事等 学部会，担当校務 通年，随時 各行事等の中でねらっているキャリア教育の内容が適切
担当者 分掌，職員会議 に行われるようにする

（

Ｄ 進路に関する学習における指導・ 担任，進路学年会，ケース 通年，随時 進路に関する学習が各学部，各学年等において，ねらい
ｏ 支援 指導担当 会議，分掌部会 どおりに行われるようにする
）

その他の指導・支援（地域支援， 各担当者 分掌部会，学部 通年，随時 キャリア教育の基盤の一つである保護者や地域との連携
保護者支援，地域との連携など） 会，職員会議 がねらいどおりに行われるようにする

３ キャリア教育全体推進計画 計画（Plan)と実施（Do)のポイント
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１ 評価（Ｃｈｅｃｋ）段階におけるポイント

【表１】評価段階における検討すべき項目や内容等

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

各教科・領域等における指導・支 各教科担 授業担当者会議，授業毎， 指導過程，指導方法，教材や手だてが有効であったか，
援 当者 ケース会議 学期毎 児童生徒のキャリア能力が向上したかなど

学級における指導・支援 担任 ケース会議，学 随時， 学級集団として，その生活年齢や発達段階に求められる
評 （キャリアカウンセリング含） 年会 学期毎 キャリア能力を身に付けることができたかなど

行事等における指導・支援 各行事担 担当校務分掌，学 行事毎 各行事において育成が求められるキャリア能力が児童生
価 当者 部会，職員会議 年度末 徒一人一人のねらいどおりに達成することができたかなど

進路に関する学習における指導・ 担任，進路学年会，ケース 学習毎，学期 進路や職業等に関する学習が計画通り行われ，児童生徒
支援 指導担当 会議，職員会議 末，年度末 の卒業後の生活に対する興味を高めることができたかなど（

Ｃ
ｈ 個別の教育支援計画，個別の指導 担任 ケース会議，学年会，学期末， 計画通り指導・支援を行い，目標を達成することができ
ｅ 計画に関すること 面談，支援会議 年度末 たか，計画の作成や策定にかかわる手順は適切かなど
ｃ
ｋ キャリア教育の全体計画や推進に 校長，副校学部会，校務部 学期末 自校のキャリア教育を総合的，全体的に振り返り，目標，

関すること 長，各主事会，進路指導委 年度末 方針，組織，運営，環境条件，成果と課題などを明らかに）
・主任等 員会，職員会議 する

学校評価に関すること 校長，副 学校評議会 実施時期 自校のキャリア教育の取組を学校評価の中に位置付け，
（内部評価・外部評価） 校長他 運営委員会等 客観的な視野で総合的に評価を行う

【図１】評価の対象の主な内容と時期

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために（一次案）
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２ 改善（Ａｃｔｉｏｎ）段階におけるポイント

＜キャリア教育全体の評価の枠組み ＞

(1)学校評価の中でのキャリア教育の評価 ○学校教育の評価の一環として行うキャリア教育の全体的・総合的・分析
・校長，副校長全職員 （内部評価） 的な評価で，目標・方針・組織・運営・環境条件・成果などの評価

(2)教師についての評価 ○指導計画（全体計画・各個別の計画）・指導内容などの評価
・進路指導主事，進路指導部（課），
・学級担任，ケース担当者，関係職員 ○指導過程・指導方法，指導のための資料・教材・手だてなどの評価

(3)児童生徒についての評価 ○児童生徒個人の進路発達についての評価
・児童生徒本人 かかわる力（コミュニケーション能力，情報活用能力），えがく力（将
・児童生徒集団（学年，学級など） 来設計能力），もとめる力（自己決定能力），はたらく力（作業能力），

生活する力（日常生活能力），たのしむ力（余暇活用能力）など
○集団としての進路発達についての評価
学年・学級，ホームルーム，クラブ活動等における集団としての発達
程度など

(4)学校外の関係諸機関等による学校評価 ○保護者による学校の進路指導（進路支援），我が子の進路発達の評価
・保護者，卒業生，関係機関，
学校評議員など （外部評価） ○卒業生による学校の進路指導（進路支援），自分の進路発達の評価

○関係学校・関係機関による学校の進路指導（進路支援）の評価

○その他，地域社会などによる学校の進路指導（進路支援）の評価

【図２】キャリア教育全体の評価の枠組み 例 （参考：仙崎,1985）

【表２】改善段階における検討すべき項目や内容等

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

キャリア教育全体方針 校長・ 学部会 年度末 １年間のキャリア教育活動を総括し，学校教育目標の達
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 成に向けて不足している部分について，どのように対応す

進路指導委員会 るべきかを検討し，次年度の全体方針案，重点目標案に反
職員会議 映させる

改
キャリア教育学部方針 学部長 学部会 年度末 １年間の学部におけるキャリア教育全体を振り返り，方
キャリア教育学部目標 進路指導委員会 針や目標の達成できなかった点の原因と対策を明らかにし，

職員会議 次年度の学部方針及び目標を改善する
善

個別の教育支援計画 担任（コーディ ケース会議，学 年度末 １年間の支援を振り返り，目指す姿の実現に向けて，各機
ネーター）等 年会・支援会議 関の役割や支援内容を見直し，次年度の方針案を検討する（

Ａ
ｃ 個別の指導計画 担任 ケース会議 学期末 学期や年間のキャリア教育の成果と課題をまとめ，次学
ｔ 学年会・面談 年度末 期や次年度の方向性や具体的な目標案を検討する
ｉ
ｏ 個別の移行支援計画 該当担任 ケース会議，学 年度末 移行支援計画の策定における課題をまとめ，次年度以降
ｎ 年会・支援会議 の計画の立案や連携に役立つようにする
）

各教科・領域等の年間指導計画 各教科等 授業担当者会議 学期末 計画どおり，指導・支援を行うことができたかを振り返
担当者 学年会，学部会 年度末 り，次年度の計画の作成に役立つようにする

各学部行事等の年間指導計画 各行事等 担当校務分掌，学 年度末 評価をもとに各行事におけるキャリア能力の位置付けや
担当者 部会，職員会議 手だて等を見直し，次年度の計画に役立つようにする

◆良かった点は大いに評価しよう◆
特別支援教育やキャリア教育の成果は短い期間

では目に見えて表れないこともあります。
しかし，１年前の姿と比較すれば，必ず，成長

発達しているところがあるはずです。
子ども自身のがんばり，指導者の努力を適切に

評価することが，次年度の意欲につながります。

◆良くなかった点はその要因を分析しよう◆
できなかったこと，うまくいかなかったこと

には，かならず原因があります。
その原因が明らかになれば，対策を講じること

ができます。逆に言うと，できなかったことを
そのままにしておいては，改善することができな
いということになります。

指導・支援の記録は，うまくいった要因，いか
なかった要因を探る手がかりになるはずです。

４ キャリア教育全体推進計画 評価(Check)と改善(Action）のポイント
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【資料１】キャリア教育全体推進計画（流れ図）

＊２学期制の場合

進路指導委員会 運営委員会

職員会議

●キャリア教育全体方針（学校運営方針より）

●キャリア教育重点目標（学校重点目標より）

●キャリア教育学部方針（学部運営方針より）

●キャリア教育学部目標（学部重点目標より）

●個別の教育支援計画
●個別の指導計画
●各教科・領域等の年間指導計画
●各学部行事等の年間計画

５
月
中

決定

計画（Plan)

各教科・領域等

学級活動

各行事

進路に関する学習

その他（地域活動，保護者支援等）

実施（Dｏ)

各教科・領域等

学級活動

各行事

進路に関する学習

個別の教育支援計画

個別の指導計画

キャリア教育の全体計画等

学校評価（外部・内部）

評価（Check)

改善（Action）

学
期
末
（
９
月
・
２
月
）

単
元
・
行
事
毎

年
度
末
（
２
月
）

年
度
末
・
年
度
初

キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
学
習
計
画

年
度
末
（
３
月
）

検討

４
月
初
旬

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために（一次案）
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【資料２】キャリア教育全体推進計画表（担当・検討の場・時期・ねらい等）

段階 項目 担当 検討の場 時期 各段階における主なねらいや内容

キャリア教育全体方針 校長， 学部会 前年度末から 前年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 年度初め 認・検討を行う

進路指導委員会 学校運営方針の中に明確に位置付け，自校のキャリア教
職員会議 育の在り方と今年度の重点目標の共通理解を図る

計 キャリア教育学部方針 学部長 学部会 前年度末から 前年度の反省（調整行動）を受け，新年度メンバーで確
キャリア教育学部目標 進路指導委員会 年度初め 認・検討を行う。学部としての方針を明確にし，具体的な

職員会議 教育活動につながるよう，他の計画との関連を図る
画

個別の教育支援計画 担任（コーディ ケース会議，学 5月末まで 児童生徒一人一人を取り巻く関係機関との連携して，支
ネーター）等 年会・支援会議 援の方針を定める

（

Ｐ 個別の指導計画 担任 ケース会議 5月末まで 個別の教育支援計画における支援の目標を教育課程に沿
ｌ 学年会・面談 った具体的な指導目標や手だてとして定める
ａ
ｎ 個別の移行支援計画 該当担任 ケース会議，学 作成開始：高 特別支援学校を卒業後，社会生活への円滑な移行を図る

年会・支援会議 等部３年 ため，関係機関と連携して支援の在り方や方法を定める）

各教科・領域等の年間指導計画 各教科等 授業担当者会議 ５月中旬頃ま キャリア教育全体学習計画等をもとに各教科・領域にお
担当者 学年会，学部会 で けるキャリア教育の内容や時期を明らかにする

各学部行事等の年間指導計画 各行事等 学年会，学部会 ５月中旬頃ま キャリア教育全体学習計画等をもとに各行事等における
担当者 担当校務分掌 で キャリア教育の内容等を明らかにする

各教科・領域等における指導・支 各教科等 授業担当者会議，通年，随時 各教科・領域等の中でねらっているキャリア教育の内容
援 担当者 ケース会議 を適切に行い，児童生徒のキャリア発達を促す

実 学級における指導・支援 担任 ケース会議，学 通年，随時 学級活動の中でねらっているキャリア教育の内容を適切
（キャリアカウンセリング含） 年会 に行い，児童生徒のキャリア発達を促す

施 行事等における指導・支援 各行事等 学部会，担当校務 通年，随時 各行事等の中でねらっているキャリア教育の内容が適切
担当者 分掌，職員会議 に行われるようにする

（

Ｄ 進路に関する学習における指導・ 担任，進路学年会，ケース 通年，随時 進路に関する学習が各学部，各学年等において，ねらい
ｏ 支援 指導担当 会議，分掌部会 どおりに行われるようにする
）

その他の指導・支援（地域支援， 各担当者 分掌部会，学部 通年，随時 キャリア教育の基盤の一つである保護者や地域との連携
保護者支援，地域との連携など） 会，職員会議 がねらいどおりに行われるようにする

各教科・領域等における指導・支 各教科担 授業担当者会議，授業毎 指導過程，指導方法，教材や手だてが有効であったか，
援 当者 ケース会議 学期毎 児童生徒のキャリア能力が向上したかなど

学級における指導・支援 担任 ケース会議，学 随時， 学級集団として，その生活年齢や発達段階に求められる
評 （キャリアカウンセリング含） 年会 学期毎 キャリア能力を身に付けることができたかなど

行事等における指導・支援 各行事担 担当校務分掌，学 行事毎 各行事において育成が求められるキャリア能力が児童生
価 当者 部会，職員会議 年度末 徒一人一人のねらいどおりに達成することができたかなど

進路に関する学習における指導・ 担任，進路学年会，ケース 学習毎，学期 進路や職業等に関する学習が計画通り行われ，児童生徒
支援 指導担当 会議，職員会議 末，年度末 の卒業後の生活に対する興味を高めることができたかなど（

Ｃ
ｈ 個別の教育支援計画，個別の指導 担任 ケース会議，学年会，学期末 計画通り指導・支援を行い，目標を達成することができ
ｅ 計画に関すること 面談，支援会議 年度末 たか，計画の作成や策定にかかわる手順は適切かなど
ｃ
ｋ キャリア教育の全体計画や推進に 校長，副校学部会，校務部 学期末 自校のキャリア教育を総合的，全体的に振り返り，目標，

関すること 長，各主事会，進路指導委 年度末 方針，組織，運営，環境条件，成果と課題などを明らかに）
・主任等 員会，職員会議 する

学校評価に関すること 校長，副 学校評議会 実施時期 自校のキャリア教育の取組を学校評価の中に位置付け，
（内部評価・外部評価） 校長他 運営委員会等 客観的な視野で総合的に評価を行う

キャリア教育全体方針 校長， 学部会 年度末 １年間のキャリア教育活動を総括し，学校教育目標の達
キャリア教育重点目標 副校長 校務部会 成に向けて不足している部分について，どのように対応す

進路指導委員会 るべきかを検討し，次年度の全体方針案，重点目標案に反
職員会議 映させる

キャリア教育学部方針 学部長 学部会 年度末 １年間の学部におけるキャリア教育全体を振り返り，方
改 キャリア教育学部目標 進路指導委員会 針や目標の達成できなかった点の原因と対策を明らかにし，

職員会議 次年度の学部方針及び目標を改善する

個別の教育支援計画 担任（コーディ ケース会議，学 年度末 １年間の支援を振り返り，目指す姿の実現に向けて，各機
善 ネーター）等 年会・支援会議 関の役割や支援内容を見直し，次年度の方針案を検討する

個別の指導計画 担任 ケース会議 学期末 学期や年間のキャリア教育の成果と課題をまとめ，次学（

Ａ 学年会・面談 年度末 期や次年度の方向性，具体的な目標案を検討する
ｃ
ｔ 個別の移行支援計画 該当担任 ケース会議，学 年度末 移行支援計画の策定における課題をまとめ，次年度以降
ｉ 年会・支援会議 の計画の立案や連携に役立つようにする
ｏ
ｎ 各教科・領域等の年間指導計画 各教科等 授業担当者会議 学期末 計画どおり，指導・支援を行うことができたかを振り返

担当者 学年会，学部会 年度末 り，次年度の計画の作成に役立つようにする）

各学部行事等の年間指導計画 各行事等 担当校務分掌，学 年度末 評価をもとに各行事におけるキャリア能力の位置付けや
担当者 部会，職員会議 手だて等を見直し，次年度の計画に役立つようにする

【資料】キャリア教育全体推進計画
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【資料３】ＰＤＣＡの各段階における評価の観点例

１ キャリア教育の全体的な計画に関する評価の観点の例 （Plan）

(1)学校の教育方針や教育目標に即して，キャリア教育の目標が立てられ，教育活動全体を通してその目標の具現化が図られているか

(2)キャリア教育の組織が，地域，学校，教育課程，教職員などの実情を踏まえて適切につくられているか

(3)学校におけるキャリア教育の運営について，校内の教職員の共通理解があり，協力して進められているか

(4)学校におけるキャリア教育の展開にあたって，各責任者（進路指導主事等）の位置付けや学級担任の役割が明確化され，相互に協力，援助
できる関係が成立しているか

(5)学校におけるキャリア教育の推進にあたって，全体計画や個別の指導計画などの，必要な計画が立てられ，実践されているか

(6)キャリア教育の効果的な実践のために，指導内容や指導・支援方法が工夫され，適切な教材・資料の開発活用に努めているか

(7)キャリア教育に必要な施設・設備（作業学習用実習室，キャリアカウンセリング（相談）室，進路支援資料室など）が整備され，よく活用
されているか

(8)キャリア教育のために必要な経費が年間予算として確保され，適正に執行されているか

(9)学校と家庭，関係諸機関との連携・協力が緊密に，しかも計画的に行われているか

(10)個別の教育支援計画，個別の支援計画，個別の移行支援計画等の様式が整備され，ＰＤＣＡサイクルに基づいて実施されているか

(11)学校におけるキャリア教育の充実・改善のために，適時，適切に評価されているか など

２ キャリア教育の指導過程の評価の観点の例 （Do）

(1)児童生徒の発達段階やニーズ等に応じた適切なキャリア教育（進路支援）に関する情報（進路情報）の提供及び指導が行われているか

(2)児童生徒の自主的・主体的な活動を支援するような指導が効果的になされ，児童生徒は積極的にその活動に取り組んでいるか

(3)担任する児童生徒の理解と児童生徒の自己理解に必要な個人資料が適切に収集され，十分に活用されているか

(4)卒業後の生活への関心の高揚や進路適性の吟味，適切な進路選択の方法などに関する支援・指導が効果的に行われたか

(5)温かい許容的な雰囲気の中で，児童生徒の自主性を尊重しつつ，キャリアカウンセリング（進路相談）を進めることができているか

(6)卒業後の生活への適応や自己表現の達成に必要な能力・態度などの育成を図るための指導・支援がなされているか

(7)進路指導部，進路指導主事らとの連携・協力は図られているか

(8)児童生徒の保護者の理解や協力を得るための努力がなされているか など

３ キャリア教育の指導の成果に関する評価の観点の例 (Check)

(1)卒業後の進路（職業）や生き方への関心を深め，自分なりの希望や目標をもっているか

(2)将来の希望や目標を実現させるための方策や計画を検討し立案しているか

(3)自己を理解することの意義や必要性を知り，自己の能力や適性，障害の特性，性格，体力，健康状態などについて理解しようとしているか

(4)働くことの意義や，就職したい職種などの目的を自覚し，希望する職種（会社等）の内容や情報を集め，理解しようとしているか

(5)自己の能力や適性，就職したい職種に関する情報や内容理解に基づき，自己を生かせる適切な進路を選択，計画しているか

(6)自分で納得のいく意志決定ができ，選んだ進路に責任と誇りをもつことができるか

(7)自己の障害の特性を理解し，それに対応するためのスキルや援助を受けるための方法を身に付けているか

(8)卒業後の生活によりよく適応し，自己実現を達成させていくのに必要な意欲や心構えが身に付いているか など

４ キャリア教育の調整行動（改善）の評価の観点の例 (Action)

(1)評価が適正に行われ，評価の結果について，全職員が理解しているか

(2)成果があった項目について，うまくいった要因の分析が十分に行われ，その成果（手だて等）を全職員で共有できているか

(3)成果が十分上がらなかった項目について，その要因の分析が十分に行われ，課題や手だてを明らかにしているか

(4)児童生徒一人一人，学級，学年，学部，学校としてのキャリア教育の成果と課題が共有できるシステムがあるか

(5)それぞれの計画が関連性，系統性をもって実行されていたか，またそれを検証するシステムは有効に機能したか

(6)出された課題の緊急度や解決・実現の可能性，費用対効果について検証がなされているか

(7)次年度の計画立案に向けての手順が明確に示され，実行されているか

(8)学校長の次年度に向けてのビジョンが示され，それに基づいた改善案や計画案となっているか

(9)社会情勢の変化や学校へのニーズの変化を踏まえた改善案や計画案となっているか など

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的に推進するために（一次案）
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・ キャリア教育の校内の推進・まとめ役

・ キャリア教育全体推進計画の管理

・ キャリア教育全体学習計画の管理

・ キャリア教育全体の評価に関すること

・ 校内研修会の企画 など

【資料４】キャリア教育を推進するための組織体制

【資料４-①】キャリア教育の推進役となる校内委員会の役割（例）

【資料４-②】各校務分掌・組織の役割（例）

総務部 保護者、地域社会との連携

教務部 教育課程の確認、各学習指導に関する計画や個別の指導計画、学習環境の整備など

生徒指導部 児童生徒会活動による自主性や役割を果たすことの意義、安全指導、特別活動の計画など

進路指導部 キャリア教育に関する研修会、児童生徒保護者に対する個別の進路支援やガイダンス、情報発信など

保健部 社会生活に必要な健康や食育、性についての指導や支援など

研究部 勤労観・職業観を育むための指導方法や系統的な学習を行うための研究の推進、授業研究会の開催など

情報教育部 情報活用能力の育成、情報機器の知識・技能、学校ホームページ等を活用した地域への情報発信など

ｾﾝﾀｰ事業部 キャリア教育の視点を入れた支援センター事業、福祉等の関係機関との連携など

各学部 学部方針・目標の検討、評価、学部行事でのキャリア教育の位置付けの検討など

各学年会、学団 ケース会議の設定による個別の指導計画の検討や評価など

寄宿舎 望ましい生活習慣の獲得、舎生会活動など

【資料４-③】特別支援学校 キャリア教育 組織体制図（例）

○キャリア教育の実施

（個別の指導計画等の作成，

キャリア教育の実践，評価）

○キャリア教育を実施するための支援

（各分掌の役割に応じたキャリア教育に

関する業務の推進）

○キャリア教育の推進役

【資料】キャリア教育の全体評価の観点，キャリア教育推進組織図
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●●● ●●●

【実践・資料編】第１部 キャリア教育を組織的推進するために（一次案）
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第 ２ 部
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１ 知的障害のある児童生徒に対する教育の特徴

２ 卒業後の生活を見とおした系統的な学習を行うために

（１）各学部における発達課題の明確化

① 学習によって得た知識や技能が断片的になりや

すく，生活の場に応用されにくい

② 成功経験が少ないことなどにより，主体的に

活動に取り組む意欲が十分に育っていない

③ 抽象的な内容より，実際的・具体的な内容の指

導が効果的である

「生活に結び付いた実際的で具体的な
学習活動を中心にすえ，実際的な
状況下で指導する」必要性

○ 教科以前の未分化な基礎的内容が含まれている
（例：具体物の有無がわかる）
○ 教科以後の内容といえるような実用的・生活
的な内容が含まれている
（例：余暇を有効に過ごすための方法を知り，

生活に活かす）

特定の教科にはおさまらない内容

【図１】知的障害教育の教科の内容の特徴

【図２】知的障害児の学習上の特性等

【表１】各学部段階別の職業的発達段階と職業的発達課題（例）

小学部段階 中学部段階 高等部段階

＜職業的（進路）発達段階＞

身辺自立の確立と人間 社会生活能力と自己表 社会生活能力の確立と自己選
関係の基盤形成の時期 現力の育成の時期 択・自己決定力の育成の時期

＜職業的（進路）発達課題＞

・身辺自立の確立 ・基本的生活習慣の確立 ・社会生活に必要な知識技
・健康な体作りと望ま ・社会生活に対する興味 能の獲得
しい生活習慣の獲得 や関心の向上 ・主体的に社会にかかわっ
・身のまわりの人やもの ・自分の気持ちを表現し ていく意欲や態度の形成
社会への関心の向上 相手に伝える力の獲得 ・自己選択、自己決定力の
・自分のことは自分でや ・役割を果たすことの大 獲得
ろうとする態度の形成 切さや自己有用感の獲得 ・「働くこと」の理解と職業

・「働くこと」への意欲 に就くことへの意欲や態
や関心の形成 度の形成

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）
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（２）キャリア発達能力の明確化

（３）教育課程への位置付け

（４）キャリア教育全体学習計画の作成

３ 児童生徒個々への 系統的な指導・支援 ～ 個別の教育支援計画・個別の指導計画 ～

位置付ける力 かか えが もと はた 生活 たの
教科・領域 わる く める らく する しむ

国語 ○ ○ ○

算数・数学 ○ ○ ○

音楽 ○ ○ ○

図工・美術 ○ ○ ○

体育・保健体育 ○ ○ ○

職業・家庭 ○ ○ ○

特別活動 ○ ○ ○

自立活動 ○ ○ ○

日常生活の指導 ○ ○ ○

遊びの指導 ○ ○ ○

生活単元学習 ○ ○ ○

作業学習(実習) ○ ○ ○

目 標
「社会参加と自立，豊かな生活の実現」

「具体的にはどんな人？」

めざす姿
「自分から、自分で、自分らしく、みんなと
ともにいきいきと暮らす人」

「どんな力があればいい？」

育てたい力（キャリア発達能力）
「かかわる力」…人・ものとよりよくかかわる力
「え が く力」…夢や見とおし，役割をえがく力
「もとめる力」…より良い方向を選ぶ・決める力
「はたらく力」…作業する力や勉強する力
「生活する力」…家庭や社会で生活する力
「たのしむ力」…余暇を活用し，楽しむ力

【図３】キャリア発達能力を明確化する流れ（例）

【表３】教科・領域等への位置付け（例）

１ 学校全体で系統的な学習を行うためには

【表２】職業的(進路)発達課題の領域・能力（例）

領域 人間関係形成能力 情報活用能力 将来設計能力 意思決定能力

自他の理解能力 情報収集・探索能力 役割把握・認識能力 意思決定能力
能力

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 職業理解能力 計画実行能力 課題解決能力

「キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議 報告書(H18)」より

特別支援教育では
いかに個に応じることが
できるかが，とても
重要なことです
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１ 全体計画とは何か

【参考1】道徳教育の全体計画について

【参考2】その他の全体計画について

２ キャリア教育全体計画について

■キャリア教育全体計画の項目例

「中学校学習指導要領（平成10年）第３章 道徳」より

指導計画の作成と内容の取扱い

1 各学校においては，校長をはじめ全教師が協力して道徳

教育を展開するため，次に示すところにより，道徳教育の

全体計画と道徳の時間の年間指導計画を作成するものとする。

(1) 道徳教育の全体計画の作成に当たっては，学校における

全教育活動との関連の下に，生徒，学校及び地域の実態を

考慮して，学校の道徳教育の重点目標を設定するとともに，

第2に示す道徳の内容と各教科，特別活動及び総合的な学

習の時間における指導との関連並びに家庭や地域社会との

連携の方法を示す必要があること。

①学校方針や学校目標 ②キャリア教育目標
③キャリア教育重点目標 ④関係教育法令等

⑤児童生徒・地域の実態 ⑥進路指導の課題
⑦育成したい態度や力 ⑧各学年の指導目標
⑨各教科・領域等における指導目標・内容

⑩年間指導計画 ⑪推進するための基盤
⑫学習活動 ⑬指導方法
⑭指導体制 ⑮評価の計画 など

全体推進計画 全体学習計画

系統的な学習の
在り方を示す

組織的な推進の
在り方を示す

キャリア教育全体計画

【図１】本ガイドブックにおける全体計画

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）

＊「キャリア教育」以外で「全体計画」の作成が進
められているものには次のようなものがあります。

「食育」「環境教育」「国際理解教育」
「学校図書館教育」「生徒指導」「特別活動」
「情報教育」「自立活動」「共同・交流学習」

など



特別支援学校キャリア教育全体学習計画（例）
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【図３】特別支援学校キャリア教育全体学習計画（例） （→p25【資料１】拡大図）

３ キャリア教育全体学習計画の作成

（１）キャリア教育全体学習計画とは

（２）キャリア教育全体学習計画の作成

キャリア教育全体学習計画は，一度作成すれば
それで良いというものではありません。キャリア

教育全体推進計画と関連させて，毎年，評価，改
善を行い，充実や最適化を図っていく必要があり

ます。

・キャリア教育で育てたい力（キャリア発達能力）

を教育活動の中に位置付けること。
・各学部または教科・領域における学習の系統性
や関連性を明確にすること

・自校の教育活動の流れを図式化することで，共
通理解を促すこと

■キャリア教育全体学習計画のねらい

■キャリア教育全体学習計画の見直し

キャリア教育の目的
ライフステージや発達段階に
応じて求められる役割を果たそ
うとする意欲や具体的な力を身
につけ，社会参加と自立，豊か
な生活の実現を図る

＜キャリア教育の内容＞
・勤労観，職業観の育成
・家庭生活，社会生活に必要
な知識や技能の育成

・自主的，主体的に活動する
力の育成

児童生徒・保護者の願い

・自分のことは自分でできるよ
うになりたい
・毎日，元気に楽しく生活したい
・地域の中に友達がほしい
・いろいろな事に挑戦し，やり
たい仕事を見つけたい
・家から遠くないところで働
きたい 等

■ 学校教育目標 ■
一人一人に自立と社会参加の基礎となる生きる力を育成し，
みんなとともに，自分らしく生きる力を実現する

＜目指す子ども像＞
自分から，自分で，自分らしく、みんなとともにいきいき
と生活する子ども

教育関係法規
日本国憲法，教育基本法，
学校教育法，学習指導要領，
岩手県学校教育指導指針

■ 学 部 目 標 ■
＜小学部＞健康な身体づくりと日常生活習慣の確立を目指し，

身近な人や社会への関心を高める
＜中学部＞集団や他者との関係の中で、自ら選び，自ら活動し，

自己」を発揮する
＜高等部＞社会の中で自分の個性や力を発揮し，生涯にわたっ

て充実感を持ち続けて生活する姿を実現する

■ 進路支援部 方針 ■
児童生徒・保護者の思いや願いを支え，その実現
に向けた適切な支援ができるよう，小学部から
の組織的，系統的なキャリア教育を推進する
＜主な事業内容＞
進路に関する学習の計画，職場開拓，実習渉外，卒後
指導，進路研修会，支援会議など

■ キャリア教育 学部方針 ■
＜小学部＞生活に即した体験的学習をとおして，自分から，自分で物事に取り組もう

とする意欲・態度及び日常生活に必要な力が身に付くよう支援する
＜中学部＞校外学習や作業学習をとおして，社会生活に対する関心を高め，みんなと

ともに働くことや自分らしさを表現する力が身に付くよう支援する
＜高等部＞実習や販売活動等をとおして社会生活に必要な実際的な知識・技能を身に

付けると共に職業に対する理解を深め，自己実現の道筋をつかめるよう支援する

■ 各学部段階におけるキャリア発達能力の目標 ■

各学部段階 小 学 部 中 学 部 高 等 部

職業（進路）発達段階 身辺自立の確立と人間関係の基盤形成 社会生活能力と自己表現力の育成 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成

かかわる力（人，もの，情報とよ ○人や物に対して興味・関心をもつ ○周囲の人と協力して活動する ○場面や目的に応じて適切にかかわる
りよくかかわる力）

え が く 力（夢・目標・見通し ○いろいろな仕事があることを知る ○見通しを持って役割に取り組む ○夢への見通しをえがく
キ ・役割をえがく力）
ャ もとめる力（より良い方向に向け ○自分で選ぶことができる ○自分で決めたことに責任をもつ ○より良い方法を自分で判断する
リ て選ぶ・決定する力）
ア
発 はたらく力（学習や作業を行う力 ○学習や遊びに進んで取り組む ○基本的な働く力を身に付ける ○主体的に働く力を身に付ける
達 役割を果たす力）
能 生活する力（家庭生活や社会生活 ○身の周りのことが自分でできる ○基本的生活習慣を身に付ける ○社会生活に必要な力を身に付ける
力 を行う力）
たのしむ力（余暇を活用し，生活 ○好きなことに集中して取り組む ○地域資源を活用して楽しむ ○趣味を広げたり，深める方法を知る

を楽しむ力）

キャリア学習プログラム①（枠組み）より

■ 各教科・領域等におけるキャリア発達能力の指導目標 ■
領域別の指導 領域・教科を合わせた指導 総合的な学習の

教科別の指導
特別活動 自立活動 日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 作業学習

時間等（交流・
共同学習・地域活
動）

日常生活を主体的 クラブ活動や交 具体物や絵カー 生活の流れに沿っ 遊びをとおして 生活に結びつい
小 に暮らすために必 流学習をとおし ド等を利用して，て，必要な支援を 「人，もの，もの た活動を意欲
学 要な基本的な概念 て，自分から活 基本的な認知の 受けながら，衣服 ごと」に自発的に 的，主体的に取
部 や知識・技能を身 動しようとする 概念形成を促す の着脱や排泄，食 関わろうとする意 り組み，成就感
に付ける 意欲を高める 事などができる 欲を育てる を味わう

社会生活に必要な 学級や生徒会の 絵カードや機器 友だちと協力し 社会的な意義を 作業をとおし 出身地域のイベ
中 基本的な知識や技 中で決められた 等で自分の意思 て係活動を行っ もつ活動をとお て，働くことの ントに参加した
学 能を身に付け，生 役割を果たした を伝える。スケ たり，スケジュ して，社会生活 意義や喜びを感 り，公共施設を
部 活の中に生かすこ り，余暇を楽し ジュールに沿っ ールを見て一人 への知識・技能 じ，働くことに 利用したりでき
とができる むことができる て行動する で行動できる ・関心を高める 慣れる る

社会参加と自立に 自分たちで，必要 生活に見通しを 自主的，主体的に 行事等の計画を 作業や実習をとお 出身市町村の歴
高 必要な知識や技能 なことを調べた 持って，安定し 係活動や生活に必 自分たちで立 して，作業能力を史や文化・観光
等 を身に付けたり， り，話し合って計 て課題に取り組 要な活動を自分で て，実行し，自 高めたり，社会生を調べ，発表で
部 主体的に表現・判 画を立てて活動す むことができる 判断しながら行う 主的，主体的活 活に必要な知識・きる
断・決定できる ることができる ことができる 動を行う 技能を身に付ける

キ ャ リ ア 教 育推 進 の 基 盤
専門性の向上 保護者との連携 地域との連携 関係機関との連携 校内の組織づくり 啓発活動

・自主的，主体的な活動を ・進路研修会 ・地域の祭りへの参加 ・福祉，医療，労働機関 ・全体推進計画 ・学校HPによる発信
促す具体的な支援の方法 ・連絡帳の活用 ・交流・共同学習 との定期的な情報交換 ・全体学習計画 ・関係会議等による
・児童生徒の思いを育てる ・二者・三者面談 ・地域資源の活用 ・支援会議の開催 ・学部，学年，校 活動
キャリアカウンセリング ・ケース会議，支援会議 ・居住地交流 ・他校との連携 務掌間の連携 ・リーフレット

各年間指導計画の作成

個別の指導計画

指導・支援の実施

キャリア学習プログラム②（教科・領域等）より

２ キャリア教育全体学習計画の作成

■学校教育目標■
■学 部 目 標■

■学 部 方 針■

■各学部段階における
キャリア発達能力の目標■

■各教科・領域等における
キャリア発達能力の目標■
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１ キャリア教育学習プログラム① （枠組み）の役割と作成

■作成の手順（例）

① めざす姿（教育目標）の具体化

＊願いや希望を具現化し，イメージしやすいものに

② 各学部（段階）のねらいの具体化（横枠）

＊各学部段階別の職業的発達段階及び課題の明確化

③ めざす姿に必要な力の項目化（縦枠）

＊職業的発達課題を領域・能力別に表現

④ 必要な力の各学部における目標の設定（表の中身）

＊その段階で育てる具体的な力や目標

⑤ その他，目指す姿に向けて必要な内容を追加

＊関係機関との連携の在り方や移行支援など

家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関

（
個
別
の
支
援
計
画
）

キ
ャ
リ
ア
発
達
能
力

各
発
達
段
階
と

主
な
ね
ら
い

め
ざ
す
姿

移行支援幼児期に
おける支援

【図１】特別支援学校 キャリア教育学習プログラム① 枠組み（例）（→p26【資料２】参照）

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）

系統的・発展的な指導・支援

ライフステージに応じた支援

連携・協力
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【図２】キャリア教育学習プログラム②「教科・領域等」

２ キャリア教育学習プログラム② （教科・領域等）

（１）作成のねらい

■ キャリア教育学習プログラム①②のねらい

（２）作成及び活用

（→p27～28【資料３】参照）

３ 系統性を踏まえた指導計画作成のために

・小学部から高等部までの学習の流れを示し，
自校の教育内容の共通理解を促す（①，②共通）

・発達段階（学部）におけるキャリア発達能力の
育成の流れを示す（①）

・キャリア発達能力を教育課程に位置付ける(②）

・各教科・領域等ごとの達成目標を定める（②）

●学校全体（学部間）での系統性を図る手だて
・キャリア教育学習プログラム①「枠組み」

→【資料２】
・キャリア教育学習プログラム②「教科・領域等」

→【資料３】

●学部や学年内で系統性・関連性を図る手だて
・各教科・領域等の年間題材一覧表（学年・学部）

→【資料４】

●学部を超えた題材の系統性・関連性を図る手だて
・題材毎の全体計画（進路学習や学校行事など）

→【資料５】

●指導課題の系統的なステップ化を図る手だて
・指導課題別段階表，系統表 →【資料６】

など

【図３】系統的な指導計画作成のための手だて

今の学習が，将来の生活や学習にどう結びつ
くか，また，児童生徒がいつどんな学習をして
きたかを把握することが，系統的な指導につな
がります。

３ キャリア教育学習プログラムの作成と活用

キャリア教育学習プログラム②「各教科・領域等」（例）

各学部段階毎の教科・領域等の学習のねらいと達成目標

ねらい・関連 小学部（１~３年） 小学部（４~６年） 中学部 高等部

＜全体のねらい＞ ね ことばに対する興味・関心 日常生活に必要な基本的な 日常生活に必要なことばの 日常生活や社会生活に必要な

教 日常生活や社会生活 ら をもつ。日常生活に必要な ことばがわかり，使うこと 理解を深め，社会生活や職 ことばの理解を深め，適切に
の中で必要な国語の力 い 基本的なことばがわかる ができる 業生活の基礎を育てる 活用することができる
を育て，自分の気持ち

科国を表現したり，相手の か 簡単な質問に対して意 か ひらがなで書かれた自 か 簡単な文章を書いたり か お礼状や年賀状を書くこ
話を理解する能力を育 達 思表示ができる。 分の名前を選ぶ 読んだりできる とができる
てることで，コミュニ 成 か 身のまわりの物の名前 か その場にふさわしいあ え 自分の気持ちをことば え 自分の気持ちを適切に相

別 ケーション能力，自己 目 がわかる いさつができる で伝えることができる 手に伝えることができる
表現能力，余暇活用能 標 え 自分の気持ちを表現で た 友達や先生といろいろ た テレビのニュース等に た 物語，劇，放送などを見

語力等を高める。 きる な会話ができる 興味や関心をもつ て楽しみ，感想を話す

の ＜キャリア発達能力との関連＞
「かかわる力」 題 「もののなまえ」 「ひらがな」 「遠足の作文をかこう」 「実習のお礼状を書こう」
「えがく力」 材 「どっちがすき」 「あいさつをしよう」 「友達の発表をきこう」 「１０年後の自分」

指 「たのしむ力」 例 「おはなしをきこう」 「できごとを話そう」 「ニュース調べ」 「芸術鑑賞会の感想」

＜全体のねらい＞ ね 色，形，大きさの違いに気 初歩的な数量や図や形，位 日常生活に必要な数量や図 生活に必要な数量や図形など

導 日常生活や社会生活 ら 付き，対応したり，集めた 置，時計の理解，簡単な計 形に関する理解を深め，生 に関する理解をさらに深め，
の中で必要な数量や図 い りすることができる 算をすることができる 活で活用することができる 活用することができる

算 形，計算などに対する
興味関心を高め，活用 え 大きい方をえらぶこと え ５までの数の合成・分 え 10までの数を確実に数 え 決められた金額内で買い

数 する能力を身に付ける 達 ができる 解ができる えることができる 物ができる
ことで，課題解決能力 成 は 積み木を積んだり，カ は 友達に１枚ずつカード は ３桁の数字を読むこと は 長さ，重さの単位の関係

・ や作業能力等を高め 目 ードを並べたりできる を配ることができる ができる がわかり，活用できる
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１ 個に応じるとは ～ 一人一人の思いや願いを大切に ～

２ 個に応じた系統的な支援とは ～ 一人一人のより良い将来像を描き，道筋を示す ～

・学習速度差
・学習スタイルの差
・興味・関心の差
・得手と不得手の差
・諸側面での発達差
・情緒の安定度の差
・経験の差 など

■ 個に応じた系統的な支援のポイント ■

◎児童生徒・保護者の願いや思いを大切にする

「現在の生活」と「将来の生活」

◎めざす将来像に向かっての道筋をえがく

「今の課題」→「次の課題」→……「将来像」

◎「個別の指導計画」の活用による授業実践

「一人一人の願いに応える授業」

＊個に応じた系統的な支援の前提には，
児童生徒一人一人の「将来の姿」が必要です

＊より良い「将来の姿」を描くための支援が
「キャリア教育」であり「進路支援」です

■ 「個に応じた」計画を作成するために ■

・児童生徒本人の「思い」や「願い」を入れる

・児童生徒本人が「めざす姿」のイメージを

もてる計画にする

・児童生徒本人が「やってみたい」と思える計画

にする

・児童生徒本人が評価できる計画にする

・児童生徒本人の生活に生かされる計画にする 等

→【資料７：個別の指導計画作成チェックポイント】

■ 児童生徒の個人差

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）
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３ 「個別の指導計画」の実践サイクル ～ 個に応じた系統的な支援の実現 ～

４ 「個別の教育支援計画」へ ～ 地域での生活を連携して支援する ～

個
別
の
指
導
計
画
の
作
成

学校教育目標
教育課程
年間運営計画

キャリア教育
全体学習計画

各教科等の年間指導計画
（題材配列表）
（指導段階表）

指導・実践 評 価 ・ 改 善

計

画

個別の指導計画の作成に必要

【図１】個別の指導計画実践サイクル（例）

【図２】個別の指導計画の年間の流れ（例）

４ 児童生徒一人一人に応じた系統的な支援の実現

＊評価は次の指導のアセスメント

実
態
把
握

（
指
導
の
引
継
ぎ
）

目
標
の
設
定

（
方
向
性
を
定
め
る
）

指
導
計
画
の
作
成

（
具
体
的
な
計
画
）

指
導
の
展
開

（
日
常
記
録
と
評
価
）

年

間

評

価

（
次
年
度
へ
）

＜ケース会議＞
・新年度のメンバー
で一人一人の 1 年
間の重点的に取り
組む内容を確認し
「1年後の姿（長期
目標）」の案を作成
する

＜三者面談＞
・1年間の学習の方
向性の確認と本人
及び保護者の願い
を確認する

＜学年会（ケース会議・
教科担当者会議）＞

・長期目標・短期目標選定
・手だての検討
・指導形態の検討
・個別の指導計画の作成
・年間指導計画の作成
・単元，題材の指導計画

＜三者面談＞
・個別の指導計画の配布
・ｲﾝﾌｫｰﾑﾄ ﾞｺﾝｾﾝﾄ

＜学年会（ケース会議・
教科担当者会議）＞

・長期目標の評価
（学習内容（題材），
手だて，指導形態）

・次年度の課題の検討
・次年度の方向性の検討

＜学部会＞
・全体学習計画，推進計画
の評価・改善
・様式の評価・改善

＜三者面談＞
・個別の指導計画の評価
・次年度の方向性の検討

2～3月2～4月 4月

個別の教育支援計画の策定

一人一人のライフステージに応じた
豊かな生活を支援するための

ネットワーク作り

地域の中で自分らしく
みんなと共に

生き生きと暮らす社会へ

＜新入生＞
・家庭調査票
・実態把握調査表
・調査書（高）
・学力検査等（高）

＜在校生＞
・指導の引き継ぎ
・実態把握調査表
の内容確認

5月・9月

＜学年会（ケース会議・

教科担当者会議）＞

・指導記録

・単元毎の目標・手だて

に対する評価

・短期目標の達成状況の

把握と評価

・目標及び手だての改善

＜学部会＞
・学部行事の評価
・時間割の見直し

1学期 4～ 9月
2学期 10～ 3月

改善

改善・引き継ぎ

＊全体推進計画による推進
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■ 各教科・領域等におけるキャリア発達能力の指導目標 ■

領域別の指導 領域・教科を合わせた指導 総合的な学習の

教科別の指導
特別活動 自立活動 日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 作業学習

時間等（交流・

共同学習・地域活動）

日常生活を主体的 クラブ活動や交 具体物や絵カー 生活の流れに沿っ 遊びをとおして 生活に結び付い
小 に暮らすために必 流学習をとおし ド等を利用して，て，必要な支援を 「人，もの，もの た活動を意欲的，
学 要な基本的な概念 て，自分から活 基本的な認知の 受けながら，衣服 ごと」に自発的に 主体的に取り組
部 や知識・技能を身 動しようとする 概念形成を促す の着脱や排泄，食 関わろうとする意 み，成就感を味
に付ける 意欲を高める 事などができる 欲を育てる わう

社会生活に必要な 学級や生徒会の中 絵カードや機器 友だちと協力し 社会的な意義を 作業をとおして，出身地域のイベ
中 基本的な知識や技 で決められた役割 等で自分の意思 て係活動を行っ もつ活動をとお 働くことの意義 ントに参加した
学 能を身に付け，生 を果たしたり，余 を伝える。スケ たり，スケジュ して，社会生活 や喜びを感じ， り，公共施設を
部 活の中に生かすこ 暇を楽しんだりす ジュールに沿っ ールを見て一人 への知識・技能 働くことに慣れ 利用したりでき
とができる ることができる て行動する で行動できる ・関心を高める る る

社会参加と自立に 自分たちで，必要 生活に見通しを 自主的，主体的に 行事等の計画を 作業や実習をとお 出身市町村の歴
高 必要な知識や技能 なことを調べ，話 もって，安定し 係活動や生活に必 自分たちで立て，して，作業能力を 史や文化・観光
等 を身に付け，主体 し合って計画を立 て課題に取り組 要な活動を自分で 実行し，自主的，高めたり，社会生 を調べ，発表で
部 的に表現・判断・ てて活動すること むことができる 判断しながら行う 主体的活動を行 活に必要な知識・ きる
決定できる ができる ことができる う 技能を身に付ける

■ 各学部段階におけるキャリア発達能力の目標 ■

各学部段階 小 学 部 中 学 部 高 等 部

職業（進路）発達段階 身辺自立の確立と人間関係の基盤形成 社会生活能力と自己表現力の育成 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成

かかわる力（人，もの，情報とよ ○人や物に対して興味・関心をもつ ○周囲の人と協力して活動する ○場面や目的に応じて適切にかかわる
りよくかかわる力）

え が く 力（夢・目標・見通し・ ○いろいろな仕事があることを知る ○見通しをもって役割に取り組む ○夢への見通しをえがく
役割をえがく力）

もとめる力（より良い方向に向け ○自分で選ぶことができる ○自分で決めたことに責任をもつ ○より良い方法を自分で判断する
て選ぶ・決定する力）

はたらく力（学習や作業を行う力 ○学習や遊びに進んで取り組む ○基本的な働く力を身に付ける ○主体的に働く力を身に付ける
役割を果たす力）

生活する力（家庭生活や社会生活 ○身の周りのことが自分でできる ○基本的生活習慣を身に付ける ○社会生活に必要な力を身に付ける
を行う力）

たのしむ力（余暇を活用し，生活 ○好きなことに集中して取り組む ○地域資源を活用して楽しむ ○趣味を広げたり，深める方法を知る
を楽しむ力）

特別支援学校キャリア教育全体学習計画（例）

，

キャリア教育推進の基盤

専門性の向上 保護者との連携 地域との連携 関係機関との連携 校内の組織づくり 啓発活動

・自主的，主体的な活動を ・進路研修会 ・地域の祭りへの参加 ・福祉，医療，労働機関 ・全体推進計画 ・学校HPによる発信
促す具体的な支援の方法 ・連絡帳の活用 ・交流・共同学習 との定期的な情報交換 ・全体学習計画 ・関係会議等による

・児童生徒の思いを育てる ・二者・三者面談 ・地域資源の活用 ・支援会議の開催 ・学部，学年，校務 活動
キャリアカウンセリング ・ケース会議，支援会議 ・居住地交流 ・他校との連携 分掌間の連携 ・リーフレット

児童生徒・保護者の願い

・自分のことは自分でできるよ
うになりたい
・毎日，元気に楽しく生活したい
・地域の中に友達がほしい
・いろいろな事に挑戦し，やり
たい仕事を見つけたい
・家から遠くないところで働
きたい 等

■ 進路支援部 方針 ■
児童生徒・保護者の思いや願いを支え，その実現に

向けた適切な支援ができるよう，小学部からの組織的，

系統的なキャリア教育を推進する

＜主な事業内容＞

進路に関する学習の計画，職場開拓，実習渉外，卒後

指導，進路研修会，支援会議など

キャリア教育の目的

ライフステージや発達段階に応
じて求められる役割を果たそう
とする意欲や具体的な力を身に
つけ，社会参加と自立，豊かな
生活の実現を図る

＜キャリア教育の内容＞
・勤労観，職業観の育成
・家庭生活，社会生活に必要
な知識や技能の育成
・自主的，主体的に活動する
力の育成

■ 学校教育目標 ■

一人一人に自立と社会参加の基礎となる生きる力を育成し，
みんなとともに，自分らしく生きる力を実現する

＜目指す子ども像＞
自分から，自分で，自分らしく，みんなとともにいきいきと
生活する子ども

教育関係法規

日本国憲法，教育基本法，

学校教育法，学習指導要領，

岩手県学校教育指導指針 等

■ 学 部 目 標 ■

＜小学部＞健康な身体づくりと日常生活習慣の確立を目指し，
身近な人や社会への関心を高める

＜中学部＞集団や他者との関係の中で，自ら選び，自ら活動し，
「自己」を発揮する

＜高等部＞社会の中で自分の個性や力を発揮し，生涯にわたって
充実感を持ち続けて生活する姿を実現する

■ キャリア教育 学部方針■
＜小学部＞生活に即した体験的学習をとおして，自分から，自分で物事に取り組もうと

する意欲・態度及び日常生活に必要な力が身に付くよう支援する

＜中学部＞校外学習や作業学習をとおして，社会生活に対する関心を高め，みんなとと

もに働くことや自分らしさを表現する力が身に付くよう支援する

＜高等部＞実習や販売活動等をとおして社会生活に必要な実際的な知識・技能を身に付

けると共に職業に対する理解を深め，自己実現の道筋をつかめるよう支援する

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）

【資料１】
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――特別支援学校 キャリア教育学習プログラム① 枠組み（例）――

幼稚園・保育所 小学部
中学部 高等部 卒業後

早期療育 １～３年 ４～６年

進路発達段階 生活基盤形成 身辺自立の確立と人間関係の基盤形成 社会生活能力と自己表現力の育成 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成 社会的移行

・生活リズムを整える ・身の回りのことが自分でできる ・基本的生活習慣を身に付ける ・生活を豊かにするための基礎的な知 ・職場への適応
各発達段階における ・身辺処理に関心をもつ ・学習や遊びに進んで取り組む ・自主性・主体性を育てる 識・技術・態度を身に付ける

・認知能力を高める ・コミュニケーション能力を育てる ・作業能力を育てる ・主体的に働く力を育てる ・地域社会への適応
主なねらい ・自他への関心を高める ・地域や社会への関心を育てる ・コミュニケーション能力を高める ・社会生活に必要な力を育てる

・地域や社会への参加を促す ・自己選択，自己決定力を育てる ・余暇活動，生き方

勤 労 観 の 形 成 職 業 観 の 育 成 （○実際的な働く力，○職業的な自立に必要な力）
勤労観・職業観

（○日常生活動作と基本的生活習慣に関する力 ○社会生活，家庭生活に主体的に参加し役割を果たす力）

領域 能力 内 容 各学部や発達段階におけるキャリア発達の系統イメージ・関係する教科・領域の活動例

か 人・もの・情報とよりよく
職 か かかわる力
業 わ 「コミュニケーション能力」 ○他者に関心を示す ○あいさつ・返事ができる ○友達と一緒に遊ぶ ○友達と協力して活動する ○場面や目的に応じたコミュニケーシ ○様々な年代の人や立場
的 る 「自他理解能力」 ョンが取れる の人と円滑なコミュニ

力 「情報収集・活用能力」 ケーションがとれる（
進 「日常生活の指導（朝の会）」 「遊びの指導（ゲーム）」 「特別活動（委員会）」 「総合的な学習の時間（調査）」
路

夢・目標・見通し・果たす）
発 え べき役割をえがく力
達 が 「自己表現能力」 ○感情を表す ○やりたいことを表す ○自分のやる仕事がわかる ○自分の役割を果たす ○責任をもって最後までやる ○夢の実現に向けて将来
課 く 「将来設計能力」 ○夢を広げる ○夢をかなえる方法を探す ○夢の実現に向けて努力する の生活を見とおしなが
題 力 「計画実行能力」 「日常生活の指導（係活動）」 「日常生活の指導（係活動）」 「特別活動（委員会）」 ら努力する
に 「役割把握認識能力」 「遊びの指導（自由遊び）」 「生活単元学習（社会見学）」 「生活単元学習（調べ学習）」 「現場実習」
関
す も より良い方向に向けて選ぶ
る と ・決定する力
領 め 「選択能力」 ○自分で決めようとする ○二つのうちから一つを選ぶ ○たくさんの中から選ぶ ○自分でやりたいことを決める ○将来に向けてより良い方法を選択する ○状況を判断してより適
域 る 「自己決定能力」 切な方法を選択する

力 「課題設定・解決能力」 「遊びの指導（自由遊び）」 「生活単元学習（個人課題）」 「特別活動（委員会）」 「総合的な学習の時間（進路）」
「生活単元学習（個人課題）」「特別活動（経験）」 「日常生活の指導・行事（係）」

は 学習や作業を行う力，役割
た を果たす力
ら 「職業理解能力」 ○頼まれたことができる ○身近な仕事を知る ○様々な職業を知る ○仕事について関心をもつ ○職業生活一般に対する知識 ○与えられた役割を果た
く 「作業能力」 ○作業能力の育成 ○作業能力の向上 し，社会の中で自立す

実 力 「健康管理能力」 「生活単元学習（校外学習）」「生活単元学習（校外学習）」 「作業学習」 「作業学習」 る
際
的 生 日常（家庭）生活や社会生
な 活 活を行う力
力 す 「日常生活能力」 ○立つ，歩く，持つなどが ○日常生活動作の獲得 ○基本的生活習慣の獲得 ○社会生活能力の基礎を身に付ける ○社会生活能力を高める ○実践的な社会生活能力
の る 「社会生活能力」 できる 「日常生活の指導」 「日常生活の指導」 「生活単元学習（行事）」 「生活単元学習」 の向上
領 力 「自立活動」 「自立活動」 「各教科（国語・数学・家庭等）」 「総合的な学習の時間」
域

た 余暇を活用し，生活を楽し
の む力
し 「余暇活用能力」 ○快・不快がわかる ○好き・嫌いを表現する ○好きな活動を自分から行う ○自分の趣味をもつ ○趣味を広げ，自分で趣味を深める ○余暇を有意義に活用で
む 「元気回復能力」 「遊びの指導」 「特別活動（クラブ）」 「特別活動（クラブ）」 きる
力 「特別活動」 「特別活動（クラブ）」 「課外活動」

家 ＜役割＞障害を正しく理解し，あた 早期発見・早期療育 学校・医療・福祉との連携 左に追加：自主的活動の支援 左に追加：進路先への理解 左に追加：本人活動の支援
たかく養育する。 障害理解・受容 日常生活動作や基本的生活習慣の支援・教育 主体性の育成 進路に向けた支援体制の確立 金銭管理等の必要最低限の
一番身近な支援者として本人の気持 安定した母子関係の確立 安らぎの場としての機能 福祉・進路情報の収集 性についての支援 支援，精神的な支え

庭 ちにより添う 医療・相談機関との連携 地域活動への参加支援 福祉サービスの利用

地 ＜役割＞地域の一員として受け入 障害の理解 障害の理解 障害の理解 障害の理解と支援 障害の理解と支援
れ，必要な支援を行う。家族を支援 家族支援 こども会活動への参加支援 地域行事への参加支援 実習の受け入れ 地域への受け入れ
する。 地域行事への参加支援 地域への受け入れ 地域への受け入れと具体的な支援 本人への具体的支援

域

関 ＜役割＞本人・家族の気持ちを大切 保健：早期発見，早期療育 保健：定期的観察 保健：定期的観察 保健：定期的観察 保健：定期健診，加齢対策
係 にしながら，本人・家族の幸せを守 行政：就学指導 行政：就学指導，福祉サービスの案内 労働：情報提供 労働：就職の斡旋，職業訓練 労働：職場指導
機 るための必要な支援を行う 福祉：福祉制度の活用案内， 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供
関 福祉サービス

一人一人のニーズや特性を考慮し、本人・家族・関係者の夢をつなぎかなえる「個別の支援計画（個別の教育支援計画・個別の移行支援計画）」による連携

【

社
会
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と
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・
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あいさつ・返事をする ―――――― 感謝する ―――――――― 協力・信頼する ――――――――― 場面や目的に応じたコミュニケーションを図る

感情を表す ―――――― 自分の望み（夢）を表す ―――――――― 望み（夢）をかなえる方法がわかる ――――――――― 夢の実現に向けて努力する

自分で決めようとする ―――――― 自分で選択できる ―――――――― 自分で決めたことに責任を持つ ――――――――― より良い方法や内容を選択する

頼まれたことができる ―――――― 様々な役割があることを知る ―――――――― 自分の役割がわかる ――――――――― 自分の役割を果たす

基本的な動作ができる ―――――― 身のまわりのことができる ―――――― 社会生活に必要な力が身につく ――――― 社会生活における様々な知識・技能を身につける

欲求を表現できる ―――――― 好きなことをやろうとする ―――――― 好きなことをやるための手段がわかる ――――――― 自分の興味・関心に基づいた活動ができる

＜学校外における支援内容＞
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キャリア教育学習プログラム②「各教科・領域等」（例）

各学部段階毎の教科・領域等の学習のねらいと達成目標

ねらい・関連 小学部（１~３年） 小学部（４~６年） 中学部 高等部

＜全体のねらい＞ ね ことばに対する興味・関心 日常生活に必要な基本的な 日常生活に必要なことばの 日常生活や社会生活に必要な
日常生活や社会生活 ら をもつ。日常生活に必要な ことばがわかり，使うこと 理解を深め，社会生活や職 ことばの理解を深め，適切に

の中で必要な国語の力 い 基本的なことばがわかる ができる 業生活の基礎を育てる 活用することができる
を育て，自分の気持ち

国 を表現したり，相手の か 簡単な質問に対して意 か ひらがなで書かれた自 か 簡単な文章を書いたり か お礼状や年賀状を書くこ
話を理解する能力を育 達 思表示ができる。 分の名前を選ぶ 読んだりできる とができる
てることで，コミュニ 成 か 身のまわりの物の名前 か その場にふさわしいあ え 自分の気持ちをことば え 自分の気持ちを適切に相
ケーション能力，自己 目 がわかる いさつができる で伝えることができる 手に伝えることができる
表現能力，余暇活用能 標 え 自分の気持ちを表現で た 友達や先生といろいろ た テレビのニュース等に た 物語，劇，放送などを見

語 力等を高める。 きる な会話ができる 興味や関心をもつ て楽しみ，感想を話す
＜キャリア発達能力との関連＞
「かかわる力」 題 「もののなまえ」 「ひらがな」 「遠足の作文を書こう」 「実習のお礼状を書こう」
「えがく力」 材 「どっちがすき」 「あいさつをしよう」 「友達の発表を聞こう」 「１０年後の自分」
「たのしむ力」 例 「おはなしをきこう」 「できごとを話そう」 「ニュース調べ」 「芸術鑑賞会の感想」

＜全体のねらい＞ ね 色，形，大きさの違いに気 初歩的な数量や図や形，位 日常生活に必要な数量や図 生活に必要な数量や図形など
日常生活や社会生活 ら 付き，対応したり，集めた 置，時計の理解，簡単な計 形に関する理解を深め，生 に関する理解をさらに深め，

の中で必要な数量や図 い りすることができる 算をすることができる 活で活用することができる 活用することができる
算 形，計算などに対する
興味関心を高め，活用 え 大きい方をえらぶこと え ５までの数の合成・分 え 10までの数を確実に数 え 決められた金額内で買い

数 する能力を身に付ける 達 ができる 解ができる えることができる 物ができる
ことで，課題解決能力 成 は 積み木を積んだり，カ は 友達に１枚ずつカード は ３桁の数字を読むこと は 長さ，重さの単位の関係

・ や作業能力等を高め 目 ードを並べたりできる を配ることができる ができる がわかり，活用できる
る。 標 生 朝，昼，夜の違いがわ 生 時計やチャイムで給食 生 時計や暦の見方がわか 生 自分で時計を見ながら，

数 かる の時間がわかる る 行動することができる
＜キャリア発達能力との関連＞

学 「えがく力」 題 「大きさ比べ」 「ぜんぶでいくつ」 「お金の種類」 「こづかい帳」
「はたらく力」 材 「積み木あそび」 「どっちが重い」 「加減乗除」 「単位の学習」
「生活する力」 例 「色合わせ」 「すごろくゲーム」 「カレンダーづくり」 「時刻表」

＜全体のねらい＞ ね 音の高さやリズムの違いに 簡単な歌やメロディーに合わせ 色々な音楽を違いを楽しみ 音楽を活用して，生活が明るく
表現及び鑑賞する力 ら 気付き，自分から音楽に親 て歌ったり，身体を動かして楽 ながら聞いたり，自分なり 楽しくなるように工夫したり，

を培い，音楽に対する い しもうとする態度を育てる しんだりすることができる に表現することができる 自分なりに楽しんだりする
興味関心を高めること

音 で，生活を明るく楽し か 自分から楽器に手を伸 か 友だちと一緒に歌った か 友だちと声を合わせて か みんなと協力して，歌っ
教 いものにしようとする 達 ばし音を鳴らす り，身体を動かす 歌うことができる たり演奏する

余暇活用能力や自己表 成 え 友だちと一緒に声を出 え 自分の好きな楽器で簡 え 身体を使って，曲の楽 え 一人でみんなの前で歌っ
現能力等を高める。 目 して楽しむ 単なリズムをとる しさを表現する たり演奏できる

科 楽 標 た 好きな曲を楽しみなが た 好きな曲を歌ったり， た 生活の中で音楽を楽し 生 生活の中で音楽を楽しむ
＜キャリア発達能力との関連＞ らきく リズムをとる むことができる ことができる
「かかわる力」

別 「えがく力」 題 「がっきあそび」 「簡単な合奏」 「日本や世界の音楽」 「合唱」
「たのしむ力」 材 「からだあそびうた」 「今月のうた」 「合奏」 「日本の楽器に親しもう」

例 「音楽鑑賞」 「音楽鑑賞」 「コンサートを開こう」 「発表会をしよう」
の

＜全体のねらい＞ ね 身近にあるものへ触れたり，造形活動をとおして，はさ 様々な道具の使い方に慣れ，素材にあった道具を適切に使
造形活動や鑑賞をと ら 力を加えたりして造形遊び みやのり，絵の具などの使 基礎的な表現力や鑑賞力を って，創造的な作品を制作し，

指 おして，感覚・運動機 い を楽しむことができる い方に慣れ，楽しむ 伸ばす 生活を豊かにする
能の発達を促し，様々

図 な技能の習得や情操面 か さまざまな感触のもの か 友だちの作品を見て， か はさみやカッターを適 か 他の人の作品の良いとこ
導 画 を豊かにすることで， 達 を触ったり掴んだりする 自分との違いに気付く 切に使うことができる ろを見つけることができる
工 自己表現能力や作業能 成 え ねんど等で自分なりの え 身近な人の顔を描くこ え 自分で色を選んで，表 え 自分の気持ちや体験を絵
作 力，余暇活用能力等を 目 形を作ることができる とができる 現することができる に表すことができる
・ 高める。 標 た 様々な感触を楽しみ， た 素材の違いや色を楽し た 友だちの作品や芸術作 た 作品づくりに楽しんで取
美 自分からかかわろうとする む 品を楽しむ り組む
術 ＜キャリア発達能力との関連＞

「かかわる力」 題 「砂場あそび」 「友だちをかこう」 「切り絵」 「標語ポスター」
「えがく力」 材 「スタンプあそび」 「貼り絵づくり」 「季節の花の絵」 「オリジナルメダル作り」
「たのしむ力」 例 「ねんどだんごづくり」 「オーブン陶芸」 「木版画」 「共同作品」

＜全体のねらい＞ ね 運動遊びをとおして，体力 器具や用具を使って安全に 簡単なスポーツやダンスを 保健や健康に関心をもって，
運動をとおして，各種 ら の増進や身体を動かすこと 遊んだり，簡単なルールに とおして互いに協力して安 友だちと協力してスポーツを

運動の技能や体力を身に い を楽しむことができる 従ってゲームができる 全に運動することができる 楽しむことができる
付けたり，健康で安全な

体 生活を営むための態度や か みんなと一緒に歩いた か トランポリンやフラフ か 器具や用具を安全に扱 か 器具や用具を安全・適切
育 望ましい人間関係を育ん 達 り，活動できる ープであそぶ うことができる に扱うことができる
・ だりすることで，コミュ 成 え おにごっこなどのルー え ゲームの中の自分の役 え 簡単なゲームを自分た え 自分たちで計画を立てて
保 ニケーション能力，自己 目 ルがわかる 割を果たそうとする ちだけ行う 練習をすることができる
健 表現能力，健康管理能力 標 は 自分で，目的の所まで は 安全に気をつけて活動 は 時間いっぱい体を動か は 自分から体力作りに取り
体 を高める。 歩いたり走ったりできる することができる すことができる 組むことができる
育 ＜キャリア発達能力との関連＞

「かかわる力」 題 「ボール遊び」 「サーキット運動」 「バドミントン」 「球技運動」
「えがく力」 材 「町内探検（散歩）」 「転がしバレー」 「リレー」 「スポーツ大会」
「はたらく力」 例 「かけっこ」 「そり遊び」 「スキー，そり遊び」 「マラソン大会」

＜全体のねらい＞ ね 家庭に関する基礎的な知識 進路に関する学習をとおし
職業生活及び家庭生 ら 技能を身に付けたり，社会 て，生活に必要な知識や技能

活に必要な基礎的な知 い 生活への関心を高める を身に付ける
識と技能の習得を図

職 り，実践的な態度を育 え 家庭生活の大切さに気 え 卒業後の生活をイメージ
業 てたり，社会参加への 達 付くことができる することができる
・ 見通しや夢を育むこと 成 も 自分のやりたい仕事の も 自分がやりたい仕事の職
家 で，将来設計能力，自 目 情報を調べる 種がわかる
庭 己決定力，日常生活能 標 生 簡単な調理を安全に注 生 自分で考えて昼食を用意
力を高める。 意して行うことができる することができる
＜キャリア発達能力との関連＞
「えがく力」 題 「家の人の仕事調べ」 「わたしたちの進路」
「もとめる力」 材 「インターネット」 「職場実習（事前・事後）」
「生活する力」 例 「調理実習」 「買い物・調理」

＊ か … かかわる力， え … えがく力， も … もとめる力， は … はたらく力， 生 … 生活する力， た … たのしむ力

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために

【資料３】
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各学部段階毎の教科・領域等の学習のねらいと達成目標

ねらい・関連 小学部（１~３年） 小学部（４~６年） 中学部 高等部

＜全体のねらい＞ ね 交流学習や行事をとおして，クラブ活動や交流学習をと 学級や生徒会の中で決めら 自分たちで，必要なことを調
学級活動，生徒会活動，ら 多くの人とかかわることに おして，自分から活動しよ れた役割を果たしたり，余 べたり，話し合って計画を立

クラブ活動，学校行事な い 慣れる うとする意欲を高める 暇を楽しむことができる てて活動することができる
特 どの集団活動や交流学習
をとおして，集団での役 か 初めて会う人にも適切 か 他のクラスの人とも仲 か 他の学年の人と協力し か 他の人の意見も大切にし

別 割を果たしたり，興味関 達 にかかわることができる 良く活動できる て活動できる ながら話し合える
心に基づいた調べ学習を 成 え 活動に最後まで参加で え 活動に見通しをもって え 与えられた計画に沿っ え 自分で計画を立てて，活

活 行ったりすることで，社 目 きる 参加できる て活動することができる 動することができる
会生活に主体的に参加す 標 も 自分から，参加しよう も 自分でやりたい活動を も 自分の興味のあること も より良い方向になるよう

領 動 る態度を高める。 とする意欲をもつ 選ぶことができる をパソコン等で調べる に考えることができる
＜キャリア発達能力との関連＞

域 「かかわる力」 題 「小学校との交流」 「クラブ活動」 「委員会活動」 「学級新聞づくり」
「えがく力」 材 「学習発表会」 「学習交流（小学校）」 「クラブ活動」 「委員会・生徒会活動」

別 「もとめる力」 例 「町内探検」 「話し合い活動」 「お楽しみタイム」 「クラブ活動」

の ＜全体のねらい＞ ね 外部からの刺激に対して， 具体物や絵カード等を利用 絵カードや VOCA 等で自分 生活に見通しをもって，安定
児童生徒の障害の実 ら 反応したり，かかわろうと して，基本的な認知の概念 の意思を伝える。スケジュ して課題に取り組むことがで

指 態に応じて情緒の安定 い する態度を高める 形成を促す ールに沿って行動する きる
自 や認知等の概念形成，

導 コミュニケーション手 か 音や光などの刺激に反 か 欲しいものを選び，伝 か 自分の意思を何らかの か 集団の中でも落ち着いて
立 段の選択や活用に対す 達 応することができる えることができる 手段で伝える 行動できる
る指導を行うことで， 成 は ものをにぎったり，は は 小さな物をつまんだり は 一人で取り組める課題 は 一人で取り組める課題が

活 生活に主体的に参加で 目 なしたりできる まわしたりできる がある 複数ある
きる力を高める。 標 生 快・不快を表現するこ 生 落ち着いて課題に取り 生 スケジュールに沿って 生 友だちと一緒に移動した

動 とができる 組むことができる 行動することができる り，働いたりできる
＜キャリア発達能力との関連＞
「かかわる力」 題 「ミラーボール」 「どちらが大きい」 「カレンダーワーク」 「カレンダーワーク」
「はたらく力」 材 「音の出る玩具」 「簡単なパズル」 「個別課題学習」 「個別課題学習」
「生活する力」 例 「リラクゼイション」 「のれん作り」 「作業」 「作業」

＜全体のねらい＞ ね 生活の流れに沿って，支援 少しの支援で，移動，持ち 友だちと協力して係活動を行 自主的，主体的に係活動や生
一日の生活の流れに ら を受けながら，衣服の着脱 物管理，着替え，排泄，係 ったり，スケジュールを見て 活に必要な活動を自分で判断

沿った生活に必要な実 い や排泄，食事などができる 活動，食事などができる。 一人で行動したりできる しながら行うことができる
日 際的な諸活動を毎日反
常 復して行うことで，望 か 教師と一緒に，あいさ か あいさつや返事をする か 友だちや教師に出来事 か 他の人のことを思いやる
生 ましい生活習慣の形成 達 つや返事ができる ことができる を話すことができる ことができる
活 を図り，基本的な生活 成 は 教師と一緒に，当番な は 決められた係活動を一 は 協力して係活動やそう は 自分から係活動に取り組
の 能力を高めるとともに 目 どの役割ができる 人でできる じを行うことができる むことができる
指 主体的に活動する態度 標 生 トイレで一人で用をた 生 困ったときは支援を求 生 日常生活に必要なこと 生 日常生活に必要なことを
導 を高める。 すことができる めることができる がほぼ一人でできる 一人で行うことができる
＜キャリア発達能力との関連＞
「かかわる力」 題 「着替え」 「着替え」 「朝の会」 「朝の会」
「はたらく力」 材 「朝の会」 「朝の会」 「朝の学習」 「朝の学習」
「生活する力」 例 「トイレタイム」 「朝の学習」 「そうじ」 「そうじ」

＜全体のねらい＞ ね 「人，もの，ものごと」に
遊びをとおして，身 ら 自発的にかかわろうとする

体活動を活発にし，仲 い 意欲を育てる
間とのかかわりを促し

遊 たり，意欲的な活動を か 人やものに興味をしめ
領 び 育てる。興味や活動の 達 す
の 幅を広げ，自らかかわ 成 も 自分から好きな遊びに

域 指 ろうとする意欲や自発 目 取り組む
導 性を育てる。 標 た 人やものとのかかわり

・ を楽しむことができる
＜キャリア発達能力との関連＞

教 「かかわる力」 題 「自由あそび」
「もとめる力」 材 「ゲーム」

科 「たのしむ力」 例 「公園であそぼう」

を ＜全体のねらい＞ ね 生活に結び付いた活動を意 社会的な意義をもつ活動を 行事等の計画を自分たちで立
生活上の課題や問題 ら 欲的，主体的に取り組み， とおして，社会生活への知 て，実行し，自主的，主体的

合 解決のための一連の活 い 成就感を味わう 識・技能・関心を高める 活動を行う
動をとおして，自立的

わ 生 な生活に必要な事柄を え 自分がやりたいことを え 主な公共施設の役割が え 自分で目標を立てて取り
活 実際的，総合的に学習 達 イメージできる わかる 組むことができる

せ 単 することで，日常生活 成 も 試行錯誤しながら課題 も 自分の役割を選ぶこと も より良いものになるよう
元 や社会生活に必要な力 目 に取り組む ができる に工夫することができる

た 学 を育てる。 標 生 お金の価値がわかり， 生 指示された金額を渡す 生 公共施設や交通機関を利
習 大切に扱う ことができる 用することができる

指 ＜キャリア発達能力との関連＞
「えがく力」 題 「買い物に行こう」 「老人ホーム訪問」 「クラスマッチ」

導 「もとめる力」 材 「バザーをしよう」 「電車やバスで買い物」 「高等部まつり」
「生活する力」 例 「遠足」 「卒業アルバム」 「カラオケに行こう」

＜全体のねらい＞ ね 作業をとおして，働くこと 作業や実習をとおして，作業能
将来の職業生活や社 ら の意義や喜びを感じ，働く 力を高めたり，社会生活に必要

会自立に向けて，作業 い ことに慣れる な知識・技能を身に付ける
作 や実習をとおして，働
業 くことの意義や喜びを か 分担・協力して作業に か 決まりや礼儀を守って，
学 知ったり，働くための 達 取り組む 人とかかわる
習 知識や技能を身に付け 成 え 手順表や見本を見て， え 目標や夢を描き，計画を
たりする。 目 やる内容がわかる 立てて取り組む（

実 標 は 働くことに慣れ，当た は 働くことの意義を理解し
習 ＜キャリア発達能力との関連＞ り前に作業ができる 精一杯働く

「かかわる力」）
「えがく力」 題 「園芸・紙工・手芸等」 「園芸，製菓，木工等」
「はたらく力」 材 「校内実習」 「職場体験・就業体験」

例 「販売活動」 「販売活動」

【資料３】キャリア教育学習プログラム②「各教科・領域等」



各教科・領域等年間題材一覧表（例）小学部高学年（通常学級） ＊月ごとの行事及び各教科等の関連性や，年間を通した各教科等の系統性や関連性をみる

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

日「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」
常「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」
生・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク

教 活・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり
科 の・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ
・ 指「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」
領 導「身体計測」 「手洗いとうがい」「歯みがき」 「じぶんのもの」 「にもつの整理」 「ひなんくんれん」「個別の学習」 「個別の学習」 「個別の学習」 「個別の学習」 「おわかれ会に向 「まとめの会に向
域 1 ・保健室の使い方 ・手洗い ・はみがきチェック ・にもつチェック ・かける ・合い言葉はおか ・パズル ・めいろ ・ぬりえ ・えほん けて」 けて」
を 0 ・うがい ・かさねる し ・よせがき ・メッセージ
合
わ 生「はるだわくわく！」 ｢そとにでかけよう｣ 「おくろう！けんこう「なつだげんきに｣ ｢たのしかったなつ「親子であそぼう」「たのしいあき」 「ともだちの輪を「ふゆのおもいで」「寒さなんかにま 「おわれかいを 「もうすぐしんき
せ 活・新しい学級を知 ・うれしい春 でたのしいせいかつ」・水遊び やすみ」 ・ゲームしよう ・買い物をしよう ひろげよう」 ・お正月をたのし けないぞ」 たのしもう」 ゅう」
た 単 ろう ・母の日 ・じょうぶな体を作・宿泊学習 ・夏休みの思い出 ・親子競争の練習 ・秋の遠足にいこう ・小学校と交流し くすごそう ・冬休みの思い出 ・お世話になった ・卒業生を送る会
指 元・歓迎会をしよう ・野菜を作ろう ろう ・夏休みのくらし をまとめよう をしよう（運動 ・ﾊﾞｻﾞー をしよう（作 よう ・クリスマス会 ・ゆきあそび 人に感謝しよう と卒業式
導 学・学校探検をしよ ・町探検をしよう ・室内での遊びを 会） 品作り） ・野菜の収穫 ・餅つき会 ・お別れ会をしよ ・まとめの会をし
習 う 知ろう ・調理実習 う よう
5 ・みんなで遊ぼう ・お楽しみ会

「みんなの名前」 「あいさつ(2)」 「いろいろなしるし」「えにっき」 「なつやすみのお「もののなまえ(1)」「もののなまえ(2)」「ことばあそび」 「はがきとてがみ」「かきぞめ」 「げきのはっぴょう」「１ねんかんのお
・自分の名前 ・あいさつの種類 ・校内にある表示 ・きのうのできごと もいで」 ・身に着けている物 ・遠足の持ちもの ・読みのはじめが ・はがきと手紙の ・学年と名前 ・読み聞かせ もいで」

国・友達の名前 「お母さんへの手紙」 や標識 ・絵をかく文を書く ・夏休みの思い出 ・運動会や日常生 ・地名 同じことば 区別 ・手本の字 ・あらすじ ・1年間の思い出
「みのまわりのもの」・お母さんの仕事 ・校外にある標示 ・絵日記のかき方 ・感想のまとめ 活で使う物 「ちらしづくり」 ・名前カルタ取り ・はがきや手紙の ・清書 ・脚本 ・お礼の手紙
語・身の回りの物 ・感謝の手紙 や標識 「おとまりかい」 「うんどうかい」 ・ﾊﾞｻﾞー のチラシ 「おはなし」 書き方 「アナウンサー」 ・セリフの暗記 ・来年度の抱負
・欲しい物 「おつかい」 「でんわごっこ」 ・めあてづくり ・招待状 「ものがたり」 ・本を選ぶ 「ねんがじょう」 ・お知らせ ・動作 ・大きな声で発表

教 ２「あいさつ(1)」 ・伝言と報告 ・電話機の使い方，・日課表づくり ・プログラム ・読み聞かせ ・本を読む ・年賀状の書き方 ・アナウンサー ・みんなと練習
・あいさつの言葉 ・お使い ・取り次ぎと伝言 ・お礼の手紙 ・みんなで読む ・感想 ・感想 ・発表，鑑賞

「かんげいかいをしよう」「かずのおけいこ」「じこくとじかん」「ジュースやさん」｢いろいろなかたち 「くらべよう(2)」 「たしざん(1)」 「かぞえてみよう(2)」「あわせてみよう」「おかねのけいさん」「わけてみよう」 「たしざん(2)」
科 ・５までの数 ・数詞と数 ・時刻 ・水の量を比べる といろ｣ ・長さ比べ ・足し算 ・20より大きな数 ・合わせるといくつ ・お金の種類と名前・いろいろな数の ・足し算の意味
算・一対の物 ・大きさ比べ ・時間 ・基準量で比べる ・形づくり ・重さ比べ 「かいもの」 「ひきざん(1)」 ・いくつに分けら ・乗り物と切符 合成と分解 ・文章題
「なかまあつめ」 「あわせていくつ」「にっかひょうと ・かさの単位を知る ・かく ・広さ比べ ・買い物練習 ・引き算 れる 「とけい」 ・分ける 「ひきざん(2)」

数 ・仲間集め ・集合数, 数の系列 こよみ」 ・ジュース屋さん ・切る ・太さ比べ ・買い物 ・計算練習①② 「かけざん」 ・時計と時間 「カレンダーを作 ・引き算の意味
別 ・仲間分け ・数の合成・分解 ・日課表や時間割 「かぞえてみよう(1)｣ 「色塗り」 ・厚さ比べ 「いろいろなかたち」・九九 ・生活カレンダー ろう」 ・引き算の仕方
２「くらべよう(1)」 「ボウリングゲーム」・こよみ ・数を数える ・仲間分け ・比べましょう ・四角形づくり ・具体物の分配 ・曜日と日付 ・文章題
・大小の比較 ・倒れた数と残った数 ・大きさ比べ ・仲間分け 「わなげゲーム」 ・四季や年中行事
・長短の比較他 ・合わせた数他 ・何番目 ・ゲーム ・カレンダー作り

の
「ちゅうりっぷ」 「てをたたきまし 「かえるのうた」 「キャンプだホイ」「線路はつづくよ 「レッツゴーいい 「さんぽ」 「きらきらぼし」 「あわてんぼうの「なべなべそこぬけ」「たき火」 「うれしいひなま

音・歌唱 ょう」 ・歌唱 ・身体表現 どこまでも」 ことあるさ」 ・身体表現 ・歌唱 サンタクロース」 ・歌唱 ・歌唱 つり」
楽・楽器遊び ・歌唱 ・輪唱 ・歌唱 ・歌唱 ・鑑賞 ・歌唱 ・楽器遊び ・歌唱 ・身体表現 ・楽器遊び ・身体表現

指 「こいのぼり」 ・楽器遊び 「かたつむり」 「さんさおどり」 ・楽器遊び ・リズム遊び ・楽器 「バスごっこ」 ・打楽器練習 「からだあそびうた」「１年中のうた」 ・歌唱
２・歌唱 「もりのくまさん」・身体表現 ・盆踊りの体験発表 ・身体表現 「もみじ」 ・歌唱 「パン屋さんにお買い物」・歌唱 ・歌唱 「すだちのうた」
・歌詞の意味 ・身体表現・歌唱 ・歌唱 ・身体表現 ・鑑賞 ・歌唱 ・身体表現 ・歌唱・身体表現 ・身体表現 ・歌詞づくり ・歌唱

導 図「はるのはな」 「いろみずあそび」「きれいなもよう」「おもいでのえ」 「おおきなえ」 「すなあそび」 「ともだちのかお」「じぶんのいえ 「すごろく」 「ふゆやすみの 「おにのえ」 「おくりもの」
画・春の色 ・色水づくり ・模様づくり ・お泊まり会 ・水を使って ・砂山 ・顔の観察 やのりもの」 ・原画作成 おもいで」 ・鬼の話 ・贈り物の製作
工・ちぎってはって 「ははのひ」 ・なぞる・彩色 ・下絵 ・地面にかく 「うんどうかい」 ・顔の下絵 ・材料集め ・すごろくづくり ・下絵かき ・下絵と彩色 ・ラッピング
作「こいのぼり」 ・お母さんの絵 「ねんどあそび」 ・はり絵 ・線がき ・色塗り ・下絵と彩色 「クリスマスツ ・彩色と鑑賞 「木のどうぶつ」「美術館見学」
・はさみとのり ・粘土遊び ・色でかく 「焼き物」 ・切り貼り リー」 ・形決め ・鑑賞

２ ・動物広場 ・鑑賞 ・陶板の模様つけ ・かざりつけ ・つける

体「きほんてきなう 「からだつくり」・ 「ボールあそび」 「みずあそび」 「どれだけおよげ 「うんどうかい」 「マットうんど 「ボールゲーム」「まねっこあそび」「かけあし」 「なわとび」 「マット運動」
んどう」 ・体ほぐし ・ボールを使って ・ばた足 るかな」 ・集団行動 う(1)」 ・いろいろなボ ・まねっこ遊び ・持久走 ・長縄跳び ・技の練習

育・遊具で運動 ｢はしる・とぶ」, ・円形ドッジボール ・呼吸の仕方 ・記録会 ・演技練習 ・転がり遊び ール遊び 「へいきんだい」「ゆきあそび」 ・短縄遊び ・発表会
・並びっこ ・短距離走，リレー 「みずあそび」 ・種目練習 「てつぼう(2)」 ・歩き方 ・そり 「とびばこ」

２・いろいろな動き ・いろいろな跳び方・水かけ遊び 「ゲーム」 ・上がり技 ・いろいろな技 ・ゆきあそび ・いろいろな動き
・「てつぼう」 ・水中での遊び ・鬼ごっこ ・回転技

領 特「あたらしいなかま」「せいけつ」 「じぶんのこと」「なつのくらし」 「なつやすみの 「１がっきのはんせ「２がっきがんばろう」「あとかたづけ」「たのしいふゆやすみ」「ストーブ(安全）」「いきもの」 「がっこうをきれいに」
域 別「みんなのもの」 「あそびかた」 「みのまわりのこと」「きけんな遊び」 体験」 い」 「マナー（乗り物）」 「はやねはやおき」「おこづかい」 「ともだち」 「かんしゃ」 「１ねんのおわり」
別 活
指 動「やくいんぎめ」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」
導 ２「じどうそうかい」 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 役員選挙 学部集会

主な 入学式，歓迎会，児校外学習（町内探検）お楽しみ会 宿泊学習 水泳記録会 運動会 秋の遠足 交流学習 クリスマス会 雪上教室 役員選挙 卒業式
行事 童総会，身体計測 スポーツテスト 作品展示・ﾊﾞｻﾞｰ 送る会
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特別支援学校 「進路支援」 全体年間計画 （例）

１ 進路支援部方針

児童生徒・保護者の思いや願いを支え，その実現に向けた適切な支援ができるよう，小学部からの組織的，系統的なキャリア教育を推進する

２ キャリア教育学部方針

（小学部）生活に即した体験的学習をとおして，自分から，自分で物事に取り組もうとする意欲・態度及び日常生活に必要な力が身に付くよう支援する

（中学部）校外学習や作業学習をとおして，社会生活に対する関心を高め，みんなと共に働くことや自分らしさを表現する力が身に付くよう支援する

（高等部）実習や販売活動等をとおして社会生活に必要な実際的な知識・技能を身に付けると共に職業に対する理解を深め，自己実現の道筋をつかめる

よう支援する

段階 小学部 中学部 高等部1年 高等部２年 高等部３年 進路支援部

課題 身辺自立の確立と人間関係の基盤 社会生活能力と自己表現力の 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成 ＜主な業務＞
形成 育成 キャリア教育

職場開拓
ﾃｰﾏ ＜かかわる＞ ＜ひろげる＞ ＜知 る＞ ＜求める＞ ＜決める・高める＞ 進路相談

実習渉外
・身のまわりのこと ・役割について理解し， ・自己及び他者理解を図る ・適性にあった職種を求 ・進路先を自己決定する 進路関係手続き
を自分でやる やりきる力をつける ・職業について知る める ・知識・技能を高める 進路情報発行

目標 ・他者とのコミュニケ ・社会生活への興味・ ・社会生活の基礎的な知 ・より良い将来を求め ・社会生活への意欲を 進路の手引き
ーション手段をもつ 関心を広げる 識を得る る力（選択）を付ける 高める 発行

・職業への意欲をもつ

進路希望調査（5・ 進路希望調査（２年・ 進路希望調査 職場開拓(通年)
４月 ６年） ３年）

新年度版「進路
５月 の手引き」発行

三者面談（３年・進路
希望） 「進路通信」

６月
実習事前面接 実習事前面接

「進路通信」
７月

特定求職者求人登録 同窓会(卒業生
希望体験実習（2～3年） 希望体験実習 希望体験実習 合同就職説明会 ﾌｫﾛｰ）

追指導(卒業生
８月 進路先訪問）

職業評価

職業評価 「進路通信」
９月

10月

「進路通信」
11月

1２月

「進路通信」
１月

２月

「進路通信」
３月

同窓会説明会
＜進級・卒業＞ ＜進級・卒業＞ ＜進 級＞ ＜進 級＞ ＜卒 業＞

・高学年で生活単元 ・作業学習を週６時間 ・作業学習を週12時間 ・作業学習を週12時間 ・作業学習を週12時間 ＊「すてーじ」
学習に作業的な単 年間を通して実施する 年間を通して実施する 年間を通して実施する 年間を通して実施する は手をつな

そ 元を入れる(20時間) ・進路に関する学習を ・進路学習の時間を週２ ・進路学習の時間を週 ・進路学習の時間を週 ぐ育成会発
の ・６年で進路学習を 総合的な学習の時間 時間年間を通して実施 ２時間年間を通して ２時間年間を通して 行の新聞（年
他 年４回各４時間入 に月１回２時間，年 する（教科書：「わたし 実施する（教科書： 実施する（教科書： ４回発行）

れ，グループ別活 間20時間（８月と１ たちの進路」） 「わたしたちの進路」 「ひとりだち」，
動を行う 月を除く）実施する ・「すてーじ」の購読 「ひとりだち」） 「くらす」）

・「すてーじ」の購読 ・「すてーじ」の購読と
個人購入の斡旋

保護者のみ 児童生徒・保護者合同 児童生徒のみ

学年別進路ガイダンス（進路学習・就職手続き等）

校外学習（卒業生進路先見学：企業・施設）

進路説明会（保護者）・学年懇談会進路説明会（保護者）・学部別懇談会

校内実習(1年）・職場体験実習(2年)・職場実習（3年）：2週間

校外学習（ﾊﾛｰﾜｰｸ・障害者
職業ｾﾝﾀｰ）

保 護 者 実 習 見 学

三者面談（実習評価・進路希望確認・就労移行支援チェック）

親子地区別研修会（卒業生との交流・進路に関する研修・レクリエーションなど，各地区で企画）

校内実習・職場体験実習(１,2年)・職場実習（3年）：2週間

保 護 者 実 習 見 学

実 習 報 告 会

選
考
・
内
定
受
理
相
談
・
各
手
続
き

（
施
設
・
一
般
企
業
）

進
路
相
談
（
進
路
先
未
内
定
者
）

（
特
別
実
習
先
開
拓
・
特
別
実
習
）

個
別
の
移
行
支
援
計
画
の
作
成

進路希望調査・就労移行支援チェック中学部見学(5,6年)

高等部見学(2,3年)

校内実習(1週間)

高等部実習見学（小5～中３）

願書提出(3年)

高等部入試(3年）

合格発表(3年）

入学説明会(3年）

校内実習(2週間)

保護者実習見学

実習報告会

校外学習（施設交流） 校外学習（社会見学）

校外学習（社会見学） 校外学習（社会見学）

町内探険(3,4年)
社会見学(5,6年)

進路学習(6年)

進路学習(6年)

進路学習(6年)

進路学習(6年)

作業単元(5,6年)

移行支援会議

社会人講座

作 品 展 示 会 及 び 販 売 会 ・バ ザ ー

入学説明会(6年）

保護者進路研修会（講演会）

三者面談（進路の方向性）

三者面談（実習先・進路先希望）

町内探険(3,4年)
社会見学(5,6年)

【資料４・５】年間題材一覧表・進路支援全体年間計画

【資料５】
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＜指導課題別段階表・系統表の紹介＞

＜各教科等全般向け＞

１ 文部省 学習指導要領解説 資料 「各教科の具体的内容」
●特殊教育諸学校小学部・中学部学習指導要領解説ー養護学校（精神薄弱教育）編ー(平成3年) 著者 文部省 出版社 東洋館出版社

＜国語・算数，数学＞

２ 段階式「発達に遅れがある子どもの国語」「発達に遅れがある子どもの算数」
●段階式「発達に遅れがある子どもの国語」①ひらがな・単語編 ②カタカナ・漢字・文章編(1995) 近藤原理 編著 学研

●段階式「発達に遅れがある子どもの算数」①数と計算編 ②量と測定編(1995) 藤原鴻一朗 監修 学研

【その他 国語，算数・数学の参考図書】
「Step by Step 遅れている子どもを育てる ことば」(1998) 山下 勲ら著 日本文化科学社
「Step by Step 遅れている子どもを育てる か ず」(1997) 山下 勲ら著 日本文化科学社
「学習レディネス指導シリーズ全３巻 ①読みを育てる ②書きを育てる ③数を育てる」(1993) コレール社
「長所活用型指導で子どもが変わる」(1998) 藤田和宏ら著 図書文化 （発達レベルが２歳半～７歳くらい）
「長所活用型指導で子どもが変わるPart２」(2000) 藤田和宏監修 図書文化（発達レベルが小１～小３くらい）
「くらしに役立つ国語」(2007)大南英明編集 東洋館出版 （中・高等部の軽度の生徒対象，「数学」，「社会」もある）

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）

【資料６】

＜活用例＞ 就労に必要な指導課題順にまとめた例

Ⅰ（小学部） Ⅱ（中学部） Ⅲ（高等部・就職まで）

ト 一定の時刻に教師と一緒に用便に行く 一人で用便に行き，用をたす 便器のまわりを汚さないで用をたす

イ 尿意，便意，粗相を告げる 男女の便所の印を見て用をたす 便所のいろいろな表示がわかる

レ パンツやズボンなどを脱がせてもらって用をたす 用便後一人でふき，服装を整える 自分の家や学校以外の便所も一人で使う

利 教師と一緒に用便後，手を洗う 水洗便所の時は，使用後水を流す 出かけるときや集会の前などには自分から用をたす

用 用便後、手を洗う 夜中でも一人で用便に行く

食 教師と一緒に食前に手を洗う 一人で食前に手を洗う 簡単な食事の準備や後片付けをする

事 配膳の時に行儀よく待つ 自分の食器を並べたり，片付けたりする 魚の細かい骨をよりだして食べる

の 教師と一緒に自分の食器を並べたり片付けたり 食前・食後のあいさつをする 身体を良くするために，好き嫌いしないで食べる

マ する

ナ 食前・食後のあいさつのしぐさをする スプーン・フォークやはしを使ってこぼさない 作法を守って食事をする

ように食べるー

スプーン・フォークやはしを使って食べる ストローやコップで上手に飲む 食べたい献立の名前を言う

ストローやコップで飲む 必要があれば、茶碗などを手に持って食べる 一人で調味料を上手に使う

＜内容例＞ 「数と計算」の指導段階表（一部） （「発達に遅れがある子どもの算数」①数と計算編より）

「数」 ① ものを認知し，弁別することができる
② 同じもの同士の集合づくりができる

① ものの集まりと対応して数詞がわかる 数の基礎概念 ③ 対応づけにより，同等・多少が分かる
② ものの集まりや数詞と対応して数字がわかる ↓ ④ 数の保存性を理解する
③ 個数を数える 集 合 数
④ 数の大小を比較する ↓

順 序 数
⑤ 数系列を理解する
ｰ1 ５までの数系列を理解する
-2 順番や位置を表すのに数を用いることを理解する
ｰ3 １０までの数系列を理解する 「計算」 ① 加法の意味を知る
ｰ4 数系列における０を理解する ② ＋，＝などの記号や，たす，増えるなどの
ｰ5 ２０までの数系列を理解する 用語を知る
ｰ6 １００までおよび１００以上の数系列を理解する 加 法 ③ 具体物を用いて，足し算をする

④ 数字を用いて，足し算をする
⑥ 数の合成・分解ができる ⑤ 数式を理解する

⑥ 繰り上がりのある，足し算ができる
⑦ 実生活上のいろいろな足し算ができる
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＜身辺処理・基本的生活習慣＞

３ 段階式「発達に遅れがある子どもの日常生活指導」
●段階式「発達に遅れがある子どもの日常指導」①食事指導編 ②着脱・洗面・入浴編 ③排泄指導編(1998) 弘済学園 編著 学研

＜社会生活能力＞

４ 「新版 S-M社会生活能力検査」 検査項目
●「新版 S-M社会生活能力検査」(1980) 三木安正監修 日本文化科学社

【資料６】指導課題別段階表，系統表の紹介

【資料６】

＜内容例＞８歳６か月以上の項目
＊番号は検査の番号 ，以下は項目と段階毎にまとめ，表にしたもの

項
身 辺 自 立 移 動 作 業 意 思 交 換 集 団 参 加 自 己 統 制

目
Ⅵ 94 言われればひとり 98 慣れたところなら 100 掃除機・洗濯機 104 目上の人にはて 99 年下のこどもの 95 注意さなくても
８ で部屋の掃除がきちん 電車やﾊﾞｽを使ってひ などの家庭電気器具が いねいなことばを使 世話や子守などを安 人話や説明をわりま
歳 とできる(親が手伝わ とりで行ける(切符が 扱える える(ふだん､仲間ど 心してまかせられる で静かに聞くことで
６ なくてもまかせること 買える) 105 ｶﾞｽや電気ｺﾝﾛな うしで使うようなぞ 101 野球(ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ)､ きる
か ができる) 103 はじめての所でも どを使ってお湯がわか んざいなことばづか ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ､ｻｯｶｰな 97 手の立場や持ち
月 96 天候やその日の活 道順を教えれば歩いて せる いはしない) どをﾙｰﾙに従ってで を考え､ 困ることや､
～ 動に合わせて衣服の調 行ける(歩いて20分く 109 お湯をわかしてひ 107 わからない言葉 きる 無理な要求しない
１ 節が自分でできる らいの範囲) とりでお茶の用意がで や表現を辞書で調べ 110 学校全体の役割 102 計画的にこづい
０ 108 かなり遠いところ きる ることができる (児童会の委員など) を貯めてものを買う
歳 でも自転車で行って帰 ができる こができる
５ ってこられる 10 6 幼児や老人な
か 111 行き慣れた所な どをいたわことがで
月 ら､乗り換えのあると きる (自発的 に物の

ころでも電車やﾊﾞｽで 中で席ゆずったりる)
ひとりで行ける

Ⅶ 112 花を飾ったり，絵 120 必要に応じて乗物 114 ﾎﾞﾀﾝつけができ 121 相手の立場を考 123 日常接している 113 一度にたくさん
１ を貼ったりして，自分 の時刻表や料金表を利 る えて話すことができ 学校や地域の友達以 のこづかいを持たせても
０ の部屋や教室をきれい 用できる 117 ﾅｲﾌや包丁で果物 る 外の人間関係にも関 むだづかいしない
歳 にしようとする 127 はじめての所で や野菜の皮がむける 122 新聞の記事や小 心をもつ 116 病気にかからな
６ 115 自分の容姿に気を も，人に道をたずねた 119 簡単なおかずなら 説などを読んで理解 126 大人の指導者が いように自制するこ
か 配り，場所や時にふさ り，地図で調べてひと 作れる できる いなくても､ｸﾞﾙｰﾌﾟで とができる
月 わしい服装をする りで目的地へ行ける 130 簡単な電気器具(ｺ 125 ﾃﾚﾋﾞのﾆｭｰｽや 会合やﾊｲｷﾝｸﾞ､ｽﾎﾟｰﾂ 124 いわれなくても
～ 118 食事作法をきちん 129 知らないところで ﾝｾﾝﾄ､ｿｹｯﾄなど)の修理 時事に関心をもつ などの計画を立てて 自分で計画を立てて
と守れる も交通機関を適当に利 ができる 128 敬語を正しく使 実行することができ 勉強をする

用してひとりで行ける い分けられる る

＜内容例＞ ②着脱・洗面・入浴編 「着脱に関する状態把握のためのチェックリスト」より（一部）

❶ はずし方 ボタンを引っ張る
８．ボタンの
はめ・ 前たてを反対の手で引っ張る
はずし

ボタンを穴の中へ押し込む ボタンの大小に関係なくはずせる

ボタンホールが窮屈でもはずせる

❷ はめ方のでき具合(1) 大きいボタンならはめられる

小さいボタン（ワイシャツのボタン）も はめられる

(2) 着衣した状態ではめられる

下に置いた状態ならはめられる

(3) そで口，えり元のボタンもできる

❸ はめる手順 (1) ボタンを指先でつまむ

(2) 片方の手の指で穴をとらえる
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【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）

【資料６】

＜基本的生活習慣・社会生活能力＞

５ 「社会的自立のための指導プログラム」
●「指導年齢がわかる 自立と社会参加を実現する個別の指導プログラム」(2006) 上岡一世 著 明治図書

＜就労支援＞

６ 「就労支援のためのチェックリスト」
●独立行政法人 高齢・障害者雇用支援機構障害者職業総合センター（H18 8月 厚生労働省発表）

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/08/dl/h0823-1a.pdf

http://www.nivr.jeed.or.jp/research/kyouzai/19_checklist.html

＜内容例＞指導年齢２歳「基本的生活習慣」の一部

項 年齢段階 第１回 課 題
健 精 自 指導課題 通 過 所 見 できないときの指導のポイント

目 常 薄 閉 評定 年月日

２ ２ ２ 口周辺を自分で洗うことが 食事の後に汚れた口周辺を鏡で見せ，汚れを確認させます。手に水を付け
できる（清潔ー洗顔） て洗い流すことを指導します。汚れを洗うことが洗顔の最初の指導です。

基 ２ ２ ２ ぬれた手で顔をなでること 手に水をつけて顔をなでることが難しい子は，顔をたたくことを
ができる（清潔ー洗顔） 教え，徐々になでる動作に移行していきます。

本
２ ２ ２ 汚れた手足を水にぬらすこ 手洗いの前段階の指導になります。水遊びをかね，手や足を水

的 とができる（清潔ー手足） の中に入れ，ばちゃばちゃできるようにします。

生 ２ ２ ２ はなが出たら知らせること はなが出たら拭くことを気付かせるためには，はなが出たままの状
ができる（清潔ーはな） 態で放置しないことです。鏡を見せ気付かせることも大切です。

活
２ ２ ２ 介添があれば，はなをかむ まず，口を閉じて，右，左，両方のはなから息を大きく出すことを

習 ことができる（清潔ーはな） 教えます。はなが出たときではなく，出ていないときに練習します。

慣 ２ ２ ２ ブクブクうがいができる（清 口の中に水を入れずに，ブクブクができるように口のふくらませ
潔ー口） 方を練習します。できだしたら，水を少しずつ入れ練習します。

２ ３ ３ 汚れたら報告できる（清潔 汚れを叱ることは避け，汚れたら楽しく着替えさせます。身振り，手ぶり
ー衣服） などのサインを見逃さないようにし，わずかなサインでもほめます。

＜内容例＞ 必須・参考チェック項目一覧 及び チェック表（一部）

必須チェック項目
｢必須チェック項目｣一覧 以下の各チェック項目について、最もよくあてはまるもの1つに○をつけて下さい。

・起床 ・生活リズム ・食事 ・服薬管理 Ⅰ 日常生活
日常生活 ・外来通院 ・体調不良時の対処 ・身だしなみ チェック項目 自由記述欄

・金銭管理 ・自分の障害や症状の理解 Ⅰ－1. 起床
・援助の要請 ・社会性 ①決まった時間に起きられる

働く場での ・あいさつ ・会話 ・言葉遣い ②だいたい決まった時間に起きられる
対人関係 ・非言語的コミュニケーション ・協調性 ③決まった時間にあまり起きられない

・感情のコントロール ・意思表示 ・共同作業 ④決まった時間にほとんど起きられない
働く場での ・一般就労への意欲 ・作業意欲 ⑤決まった時間に起きられない
行動・態度 ・就労能力の自覚 ・働く場のルールの理解

・仕事の報告 ・欠勤等の連絡 ・出勤状況 Ⅰ－2. 生活リズム
・作業に取り組む態度 ・持続力 ・作業速度 ①規則正しい生活ができる
・作業能率の向上 ・指示内容の理解 ②だいたい規則正しい生活ができる
・作業の正確性 ・危険への対処 ③規則正しい生活があまりできない
・作業環境の変化への対応 ④規則正しい生活がほとんどできない

⑤規則正しい生活ができない
｢参考チェック項目｣一覧
・仕事の自発性 ・仕事の準備と後片付け ・巧緻性 Ⅰ－3. 食事
・労働福祉的知識 ①規則正しく食事をとることができる
・家族の理解 ・交通機関の利用 ・指示系統の理解 ②だいたい規則正しく食事をとることができる
・数量、計算 ・文字 ③規則正しく食事をとることがあまりできない

④規則正しく食事をとることがほとんどできない
⑤規則正しく食事をとることができない



- 34 -

【資料６】指導課題別段階表，系統表の紹介

【資料６】

＜重度障害・自閉症など＞

７ 「津守ー乳幼児精神発達検査」質問紙より
●「津守ー乳幼児精神発達診断法」・０～３歳まで(1961)・３～７歳まで(1991) 津守真ら著 大日本図書

＜ことば・コミュニケーション＞

８ 「障害の重い子どものコミュニケーション評価と目標設定」
●「障害の重い子どものコミュニケーション評価と目標設定」(2007) 坂口しおり著 ジアース教育新社

＜ことば・コミュニケーション＞

９ 「認知・言語促進プログラム」
●「認知・言語促進プログラム NCプログラム」(1998) 津田 望ら監修 コレール社

【スターターズキット】

＜ムーブメント教育＞

10 「ムーブメント教育プログラムアセスメント（MEPA-Ⅱ）」
●「乳幼児と障害児の感覚運動アセスメントマニュアル」(1992) 小林芳文著 コレール社

＜内容例＞ ０歳１ヶ月～２ヶ月
＊項目別に表にしたもの

歳 月 １ 運動 ２ 探索・操作 ３ 社会 ４ 食事 ５理解・言語

１ 寝ていて自由に首の向き １ 触れた物を握っている １ 物，顔などをじっと見 １ 空腹時に抱くと顔を乳 １ 話をするように声を出す
を変える ２ 手を開いたり閉じたりす つめる の方に向けてほしがる

１ ２ 裸にしたとき，入浴の時 る ２ 快いときに一人笑いを ２ よだれかけ，そでなど
か など足をピンピンさせる ３ 物音（ドアの閉まる音） する ところかまわず吸う
月 ３ 体にかけてあるもの（お などにビクッとする

しめ，毛布など）をけとばす
０ ４ 膝の上に立たせると足を

突っ張る

５ 立てて抱いても首がふら ４ 音のした方に首をまわす ３ あやすと顔を見て笑う ３ お腹がいっぱいになると
ふらしない（立てて抱かれ ５ 手を口にもっていってし ４ 泣いているときに人が 乳首を舌で押し出したり

２ ることを好む） ゃぶる 来ると泣きやむ 顔を背けたりする
か ６ がらがら，顔などを目で ５ あやすと泣きやむが人

歳月 追う が離れると泣く
７ 機嫌の良いときはあたり
を見回して声を出したり，
手足を動かしたりして一人
で遊ぶ

６ 知らないうちに，体の位 ８ 抱いて歩くとあたりをき ６ そばを歩く人を目で追う ４ 乳を飲むときに哺乳瓶
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【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）

【資料６】

＜自閉症＞

11 「新訂 自閉症・発達障害児 教育診断検査（PEP-R)」
●「新訂 自閉症・発達障害児教育診断検査」(1995) Ｅ・ショプラー著 茨木俊夫訳 川島書店

【PEP-R 検査器具】

＜自閉症＞

12 「青年期成人期自閉症教育診断検査 （ＡＡＰＥＰ）」
●「青年期成人期自閉症教育診断検査」(1997) 日本ＡＡＰＥＰ研究会 著 川島書店

＜自閉症＞

13 「認知発達治療の実践マニュアル 自閉症のStage別発達課題」
●「認知発達治療の実践マニュアル 自閉症のStage別発達課題」(1992)太田 昌孝ら編著 日本文化科学社

【太田ステージの評価の検査器具】

＜内容例＞ ＡＡＰＥＰ （学校／作業所尺度）

＜職業スキル＞

種類の違うボタンや釘などの小さな物を分類できますか？
Ｐ 指導しなくてもほとんど間違いなく分類できる。
Ｅ 指導しないとしばしば間違えるため，ときどき注意する必要がある。
Ｆ 常に指導しなければ，小さな物を分類できない。

※15分間にいくつくらい，分類することができますか？
（ 個程度）

３個以上の部品を組み立てる作業ができますか？
Ｐ １～２度実演してみせれば，ボールペンを組み立てたり，ボルト，ナット，ワッシャーなどを組み立てたりすることができる。
Ｅ しばしば注意したり，実演してみせたりしなければ，組み立てることができない。
または，課題の一部ができていれば，完成させることができる。

Ｆ 常に指導しなければ，３個の部品を組み立てることができない。

書類に記された印とホルダーやファイルに記された印を組み合わせ，書類を整理できますか？
Ｐ ほとんど間違いなく書類を整理できる。
Ｅ ときどき指導したり，身ぶりでヒントを与えたりすれば，わずかに（１～10程度）間違うものの，書類を整理できる。
Ｆ 常に指導しなければ，正確に書類を整理できない。

はさみやホッチキスなどの簡単な道具が使えますか？
Ｐ 一度実演してみせれば，指導しなくても適切に使える。
Ｅ ときどき指導し，実演を繰り返せば，簡単な道具を適切に使える。
Ｆ 常に指導しなければ，簡単な道具でも使えない。
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個 別 の 指 導 計 画 作 成 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

チェック項目 チェック

① 子どもがつまづいている領域を把握したか

実 ② 子どもがつまずいている課題を把握したか

態 ③ 子どもがどこまで習得しているかを把握したか

把 ④ 子どもの得意な力を把握したか

握 ⑤ 子どもがつまずいている要因を推定したか

⑥ 子ども本人のニーズを把握したか

⑦ 家族のニーズを把握したか

① 目標の優先順位は決めたか

目 ② 基本的なつまずきからアプローチしているか

標 ③ 他の領域や課題への影響を考慮したか

の ④ 次につながるような目標を設定したか

設 ⑤ 日常生活・社会自立といったことを考慮したか

定 ⑥ 子どもの本人のニーズを考慮したか

⑦ 家族のニーズを把握したか

⑧ 立てた目標について他の人の意見を聞いたか

指 ① 目標が１つにしぼられているか

導 ② 肯定的な目標になっているか

計 ③ 評価（○×）できるような目標になっているか

画 ④ 子どもの強い力を利用しているか

の ⑤ 課題の順序は適切か

作 ⑥ 手だての量は適切か

成 ⑦ 必要に応じて、計画の見直しや修正を行ったか

① 集中時間の配慮はしたか

② 無理のない課題配分にしたか

指 ③ 抵抗感、二次的な障害への配慮はしたか

導 ④ 動機付けを高められるような工夫はしたか

の ⑤ 有能感、達成感を味わえる工夫はしたか

展 ⑥ 課題の正誤チェック（記録・評価）はしたか

開 ⑦ 達成水準のチェックはしたか

⑧ 課題の順序が適切であったのかチェックはしたか

⑨ 手だての内容・量はチェックしたか

⑩ 指導前の仮説と整合性はあったか

① 目標や達成度を適切に評価したか

評 ② 指導内容や方法の評価は行ったか

価 ③ 来学期、次年度の計画を作成したか（ビジョンはあるか）

④ 保護者への報告・説明を行ったか

様 ① 子どもの「実態」と「目標」との関係がわかりやすくなっているか

式 ②「長期目標」と「短期目標」とを明確に対応させるようになっているか

・ ③「短期目標」にはそれぞれの手だても併記できるようになっているか

書 ④ 評価の欄が「目標に対する評価」と「手だてに対する評価」に明確に分けられているか

式 ⑤目標と評価、その結果を，さらに次の目標が併記できるようになっているか

『個別の指導計画作成ハンドブック』（海津亜希子 2007)を参考に作成

【資料６・７】指導課題別段階表，系統表の紹介，個別の指導計画作成チェックポイント

【資料７】
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●●● ●●●

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために（一次案）
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第 ３ 部

キャリア発達を促す

指導・支援の基本的な在り方

第３部では、キャリア発達を促

すための指導・支援の基本的な

在り方について述べます。

系統的な支援を行うためには，

指導・支援に対する考え方につい

ても共通理解が必要です。

一貫した指導方法と支援者の

態度によって，子ども達のキャリ

ア発達が促されます。

●● 「理解編」との主な関連 ●●

「実践編」の第１部は「理解編」の以下の内容をさらに具体化した

ものになっています。

○○ 「理解編」第 １部③「知的障害者の就労の現状」

○○ 「理解編」第 １部④「勤労観と職業観の育成」

○○ 「理解編」第 １部⑤「卒業後を見とおした支援を実現するために」
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■■ キャリア教育の基本は勤労観と職業観の育成。

■■ 勤労観の育成には，日常的なことを一人で当たり前にできることが重要。

■■ 職業観を育成するためには，社会に対する興味・関心を育て，深めること，

自分のことを正しく知ることが大切。

１ 知的障害のある児童生徒の勤労観・職業観の育成

（１）実際的な力と合わせて育てる

態度や考え方というものは，抽象的なものであり，座学

による授業だけでは，身に付けるころは難しいです。自分

で実際にやることができるようになって，その喜びや意味

を知ることができると考えます。実際的な力とは生活に役

立つ力，実生活に通用する力という意味です。指示されれ

ばできる，という力は，実際的な力とは言えません。

（２）発達段階（生活年齢）に基づいた指導・支援

【図１】は，各発達段階における勤労観・職業観を育て

るための指導・支援の割合を表したものです。職業観は，

確かな勤労観の上に積み上げられます。勤労観・職業観の

とらえや育成するための力は，【表１】，【表２】のように

とらえることができると考えます。就職への基礎は，日常

生活動作がきちんとできていることです。

（３）自主性・主体性を育む支援

子ども達は，みんな自分の意思をもっています。本人の

気持ちを大切にすること，その子どもなりのやり方を見守

り，支え，育てることが自主性・主体性につながります。

自主性・主体性とは，「自分から，自分で，自分らしく」

判断・行動する力やしようとすることと考えます。

幼児期 小学部 中学部 高等部 移行期

勤労観・職業観を 関連する
育てる力 教科・領域等

勤 日常生活動作と基本的 日常生活の指導、自立活
生活習慣に関する力 動、遊びの指導、など

労
社会生活・家庭生活に 日常生活の指導、遊びの指

観 主体的に参加し、役割 導、生活単元学習、特別活
を果たす力 動、総合的な学習の時間等

職 実際的な働く力 作業学習、生活単元学習、
実習など

業
職業的な自立に 国語、数学等の各教科、作

観 必要な力 業学習、実習、特別活動、
総合的な学習の時間など

日常生活動作と基本的生活習慣に関する力

社会生活・家庭生活に主体的に参加し、

自らの役割を果たす力

職業的な自立に必要な力

発 達 段 階 （ライフステージ）

勤
労
観
・
職
業
観
を
育
て
る
４
つ
の
力
の
育

成
に
関
す
る
指
導
・
支
援
の
割
合

職業観

勤労観

【表２】勤労観・職業観を育てる力と関連する教科・領域等

【表１】勤労観・職業観のとらえ

【図１】発達段階における勤労観・職業観を育てるための指導・支援の割合

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方（一次案）

とらえ

勤 ＜社会参加と自立に向けての基盤となる態度＞
労 ・日常生活の中での役割の理解や考え方と役割を
観 果たそうとする態度
・役割を果たす意味やその内容についての考え方

職 ＜職業的な自立に必要な態度＞
業 ・職業についての理解や考え方
観 ・職業に就こうとする態度
・職業をとおして果たす役割の意味やその内容に
ついての考え方
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２ 勤労観の育成のポイント ～ 自分のこと は自分でやる，役割をもつ ～

（１）自分のことは自分で確実にできることが大切

■職場で指摘される問題点 日常生活動作や基本的生活習慣は，根気強く教えること

で，重度の障害があっても，かなりの程度まで習得できる

と言われています。

企業の人事担当者は「基本的生活習慣ができている人は

仕事を教えてもすぐできるようになる。仕事は会社で教え

られるが，基本的生活習慣は社会に出てからでは遅い」と

いうようなことを話しています。

日常的なことや当たり前のことを言われなくても自然に

できることが非常に重要なことなのです。

（２）役割をもつことの大切さ

役割をもつということは，その集団の中で認められると

いうことでもあります。「できないから」という理由で何

も役割を与えないのでは，子どもが自己有用感を得ること

ができず，「自分はできない人間だから，お世話されるの

が当たり前」という気持ちになってしまい，自主性も感謝

する気持ちも育ちません。

「ものを運ぶ」「スイッチを入れる」など，やれること

はあるはずです。役割をあたえ，一人でやりきらせること

が責任感の育成にもつながります。

３ 職業観の育成のポイント ～ 社会へ の関心と正しい自己理解 ～

（１）興味・関心を育て，深める

子どもは，本来好奇心が強く，いろいろなことに興味・

関心を示すものです。知的な遅れのある子どもや自閉症の

子どもであっても，いろいろなことに興味・関心をもって

います。しかし，興味・関心の幅が狭かったり，表面的な

ところにとらわれがちで，なかなか深まらないのが現状で

はないでしょうか。

それは，大人が「危ない」とか「面倒」という理由で，

障害のある子の好奇心を「ダメ」と禁止してしまったこと

に原因があるかもしれません。

子どもの気が済むまで，自分なりの方法でいろいろやら

せてみて，好奇心を満足させる経験を多くもつことが，社

会の様々な事象への興味・関心を高め，深める事へとつな

がります。（遊びの指導から生活単元学習へ）

（２）職業に就くには自己理解が必要

いろいろな経験をとおして，自分にできそうなことや難

しいことなど，徐々に理解できるようになります。しかし，

知的障害の児童生徒には，自分を客観視するということは

なかなか難しいことです。自分ができることと，できない

ことを教えるためには，自分でやった結果を自分で正しく

評価できるような手だてを用意することが大切です。

自信を付けさせるのは大切なことですが，根拠のない自

信では，社会で通用しないのです。

○食事に関すること
・こぼしたものを食べる
・人のものをほしがる
・吐き出したものを食べる
・テーブルを汚してそのままにする
・音をたてて食べる
・姿勢が悪い
・口の周りが汚れたまま 等

○排泄に関すること
・便器外にもらす
・戸を開けたままにする
・使用後水を流さない
・ぺーバーがうまく使えない
・ノックができない 等

○着替えに関すること
・時間がかかりすぎる
・座り込んでする
・整理整頓ができない
・ボタンやエプロンのひもが結べない
・身だしなみができていない
・汚れたものでも平気で着ている 等

○清潔に関すること
・手が洗えない（ぬらすだけ）
・顔が洗えない
・鼻がかめない
・歯が汚い
・髪をとかしていない
・鼻をなめたりして汚い 等

「就労自立を果たす指導法①（上岡一世）」より

「働かせる（自分でやらせる）
のはかわいそう…」は本当ですか？

何もさせてもらえないということは，自分自身を
認めてもらえていないということ。
認めてもらうことが少ない人は，無気力・無関心
になり，表情も乏しくなります。
自分でやれるということは，どんな小さな事
でも喜びであり，自分でやれないという
ことは，どんな小さな事でも

苦痛なのです。

「働くこと」や「職業に就くこと」

人間としての基本的な権利

＊障害の程度にかかわらず，「働ける人」

「生活する人」と見ることが重要！

１ 勤労観・職業観を育成するための基本
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■■ 実際的な力とは実生活で通用する力のこと。 「指示されればできる」は，

「言われなければできない」ということ。

■■ 実際的な力を付けるには，基本的生活習慣を徹底して教えることと，自分

で考えて，解決する力を身に付けることが大切。

１ 学校や家庭で許容できることと，社会が許容することは違う

■日常生活動作・基本的生活習慣ができてい 学校や家庭では，保護者も教師も子どもの障害に慣れて

るとは言えない例 しまい，できない行動やよくない行動も許してしまってい

ることが多くあります。

社会は，障害のためにできないこと（計算ができない，

漢字が読めない，複雑な指示が理解できない）に関しては，

理解を示し，配慮もしてくれます。

しかし，日常生活動作や基本的生活習慣については，障

害があるから理解してほしいというのは，甘えであるとと

らえられる方が多いのです。一般的な社会の感覚では，基

本的な生活習慣をしっかり身に付け，自立して生活する力

を付けるところが「特別支援学校（養護学校）」なのです。

私たちは，「手がかからなくなること」を「できるよう

になった」ととらえてしまいがちですが，社会では，「人

に迷惑をかけたり，不快な思いをさせない」ことが「でき

る」ということなのです。

２ 「一人でできる」「自立している」の明確な基準をもつこと

■手洗いの指導プログラム(例) 企業（事業所）や施設などで実習を行うときには，その

生徒の生活や学習の様子等を事前に相手先に伝えます。そ

の時に「身辺自立や基本的生活習慣」に関することについ

て，「一人でできる」「自立している」という評価を担任が

付けているのをよく見かけます。

でも，本当にできているのでしょうか。左は「手洗いの

指導プログラム」の例です。この18のステップを一人で判

断しながらできれば，「手を洗える（汚れを落とせる）」と

いうことになります。

「手を洗いなさい」と指示をだした後，このプログラム

どおりできている生徒は，何人いますか。能力の高い生徒

○食事に関すること
・箸やスプーンを上手に使えない
・いただきます，ごちそうさまが言えない
・みんなと同じペースで食べられない
・好き嫌いが多すぎる
○排泄に関すること
・ズボンや下着を全部脱がないとできない
・便器を汚したままでいる
・自分からトイレに行けない
○着替えに関すること
・決められた時間内に着替えられない
・立ったまま着替えができない
・ハンガーにきれいにかけられない
・いつもシャツのすそがでている
・靴のかかとをおって履いている など

でも意外に身に付いていないことがあります。どの状

態を一人でできると言えるのかという基準を明確にし，

共通した手順で指導できるようにすることが必要です。

① 洗面所に行く
② 袖をまくる
③ 水道の栓を回し，水を出す
④ 手に流水をかける
⑤ 石けんをつける
⑥ 指を開いて，手のひらをこすり合わせる
⑦ 左手の甲を右手のひらでこする
⑧ 右手の甲を左手のひらでこする
⑨ 流水に手をあて手のひらをこすり合わせる
⑩ 左手の甲を右手のひらでこする
⑪ 右手の甲を左手のひらでこする
⑫ 手全体を流水ですすぐ
⑬ 流水で水道の栓を洗う
⑭ 水道の栓をしめる
⑮ 手を振って水を切る
⑯ ハンカチを出して手を拭く
⑰ ハンカチを始末する
⑱ 袖をおろし，ととのえる

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方（一次案）
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３ 実際的な力をつけるための指導・支援の基本

（１）指導者が実社会で通用する力を正確に認識する

例えば，実社会では，靴を履き替えるとき，座り込んで

履くということは基本的にはありません。小学部の低学年

の児童なら許されても，高等部の生徒なら，立って機敏に

履き替えることが求められます。「一人でできればよい」

という意識では，正しい力は身に付きません。

（２）行動の意味を理解させる

■子どもの力を育てられないかかわり方 指示されたことはわかっても，なぜやらなければならな

いのかを理解しなくては，具体的な行動に移せません。機

械的にやらされているのでは，やる気も持続性も出てきま

せん。子どもの能力に応じて，行動の意味を理解できる課

題を与えることが大切です。

（３）一人でできるようにする

着替えの指導など，毎日，同じ手順を繰り返しやらせ，

パターン化を図ることで一人でできるようになります。し

かし，行動だけをパターン化しても，行動の意味がわから

なければ，自分からできるようにはなりません。一人でで

きるということは，行動の意味がわかるということなのです。

【表１】主体的な姿勢が形成される段階
（４）指導的援助を行う

脱げないから脱がせるというのは，単なる援助であって，

指導ではありません。自分で脱げるように，実態を細かく

把握し，課題を整理し，少しずつ援助を減らしていくこと

が指導的援助です。

（５）習慣化から般化へ

学校でできることを実生活でできるようにするために

は，意思の力や考える力が必要です。条件反射的に何も考

えないでやっている行動は，条件がそろわない場（実生活）

では，発動されないのです。行動の意味を教えることは，

大変なことのようですが，実社会で通用する力を付ける近

「知的障害児・者の生活と援助」（一番ヶ瀬康子監修）より 道なのです。

（６）生活年齢を重視した指導を行う

■ ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝｱﾌﾟﾛｰﾁとﾎﾞﾄﾑｱｯﾌﾟｱﾌﾟﾛｰﾁ 発達のレベル（発達年齢）が２歳だから，２歳の指導をす

るのでは，いつまでも２歳のレベルから上がれません。将来

の生活を考え，今何を指導しなければいけないのかという

ことを考えて，初めて現在の指導課題が見えてきます。現

在だけ見て指導していると，いくら発達レベルに応じた指

導をしていると言っても，実社会に出て役に立つ力は付け

られません。卒業する日は，みんな同じなのです。

（７）一貫した指導を行う

基本的生活習慣に関する指導は，学校だけでは身に付き

ません。家庭や寄宿舎・施設等と連携し，同じ指導内容を

同じ手順・同じ対処法で行わなければ，定着はおろか，子

どもを混乱させることになります。また，連携は，同じ立

場に立って，互いを尊重し合わなければ成立しません。

◎ トップダウンアプローチ
（将来の生活から今の課題を考える）
→目標の設定に適切

○ ボトムアップアプローチ
（発達年齢から今の課題考える）
→具体的な課題や支援の設定に適切

適
切
な
指
導
・

支
援

「この子達には，これぐらいで
十分」と思ってしまえば，そこで
成長がとまってしまいます。
子どもの成長や可能性の大きさ

を信じることが大切です。

基本的生活習慣をつけるには，
家庭・寄宿舎・施設等との連携が必要

手順や考え方が違うのでは，実際的
な力にならない。「学校でだけ
やればいい」と思ってしまう

２ 実際的な力をつける指導・支援の基本

過保護 マイナス評価 過要求

依存心 自信喪失 意欲減退

お母さんが
みんな
やってあげる

おそい！
またおまえか！

みんなと
同じように
やりなさい

意欲のない子ども
動きがでない子ども
一人でできない子ども

段 階 子どもの意識 援助者の配慮点

導 興味の やってみよう 興味関心のあるもの，
入 芽生え かな できそうなものを与える
期 課題へ こうかな， 意図的・計画的な励ま
の努力 ああかな しや援助

安 課題の できた， 成功感を味わわせる，
定 達成 やった 努力への共感と賞賛
期 自信の 安心感・ できる課題を十分に与
芽生え 自己信頼感 える

伸 意欲の もっと 量を増やしたり，やや
展 芽生え やりたい 困難な課題を与える
期 困難の なんとか 頑張ったことへの喜び
克服 やれたぞ を味あわせ，共感する

充 自信の 耐えて頑張る力，自己の目標へ向けての
実 深まり 全体への広がり， 助言をし，あたたかく
期 自主的，主体的 見守る

な姿勢
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■■ 「自立できている」とは，どういうことか。豊かな生活とは，「自分から，自分

で，自分らしく（自主的・主体的に）」生活することではないだろうか。

■■ 指導・支援の基本は，児童生徒の伸びる力を信じること。できる環境を整

え，「待つ」「見守る」ということが大切。

１ 子どもを大切にする ～ 子ど もの立場に立って考える ～

■子どものプライドを傷つけることばがけ （１）子どもを大切にするとは

子どもを大切にするとは，子どもの立場に立ってものご

とを考え行動することです。私たちは子どもを分かろうと

しながらも，大人の立場や都合で，手を出し，口を出して，

子どもを動かそうとし，最後には自分の思うように動かな

い子どもを「ダメな子」と諦めてしまってないでしょうか。

（２）子どもの感情を大切にする

スパルタ式でいくら厳しく教え込んでも，子ども自身の

「発達障害を持つ子のいいところ応援計画」（阿部利彦）より 感情が動かなければ，行動として身に付きません。子ども

の心を和らげ，自分からやりたいという気持ちが出ること

■子どもを上手に叱るコツ を待つことが大切です。感情のある行動は，やる気や自信

につながり，生き生きとした活動につながります。

（３）子ども中心の生活にする

大人の都合を優先させた指導者主導型の生活では，子ど

もの良さを見つけることも主体的な生活もできません。基

本的生活習慣や自主性，主体性を身に付けることが求めら

「発達障害を持つ子のいいところ応援計画」（阿部利彦）より れる小学部・中学部では特にも大切であると考えます。

２ 一人一人の個性を認める ～ やり方・覚え方は人そ れぞれ ～

文字が書けない，読めない，数が数えられない子どもで

「また，あなたなの，いいかげんにして！」

「どうして，こんなことも分からないの？」

「みんなは，○○さんのようになっちゃダメよ」

「本当に赤ちゃんなんだから」

「一年生（幼稚園）からやり直せ！」

「あなたの話はもうたくさん」

「ほら，やっぱり！失敗すると思った」

「どうせ，これもあなたのしわざでしょ」

「あ～あ，だからさっきやっとけばよかったのに」

「さすが，忘れ物チャンピオンだね」

も，その子のもつ能力を精一杯出させることができたら，

自分の能力できる方法を考え，一歩でも自立に近づいてい

くことができると思います。

その子のもてる力で，その子の独自な方法で物事を理解

し，自分のものにしていくことが，実社会に通用する力と

なります。文字が読めないから文字を教えなければ絶対に

いけないということはないのです。その子の個性や独自性

を大切にした指導を行えば，自分で解決する道を自分で探

せるようになります。

・より適切な行動へ導くために叱る
・懲らしめるために叱らない
・メリハリをつけ，強く短く叱る
・一部の行動で全人格を決めつけない
・プライドを傷つけない
・子どもにとって「大切な存在」でなければ，叱る
効果は期待できない

・ふだん誉めていることが重要

【事例１】

「文字が読めないのに仕分けをするA君」
文字の読み書きがほとんどできないダウン症のA君

はクリーニング屋で実習をすることになりました。

初めは洗濯の仕事でしたが，体力的に難しく，クリ

ーニングの終わった服を200軒ある取次店に仕分ける

仕事をすることになりました。

最初はお店の人が指定した場所に置くだけの作業

でしたが，いつの間にか，一人で取次店名を見て，

間違いなく置けるようになりました。

A君は，文字を覚えたのではありません。取次店名

を自分なりに記号として認知し，弁別できるように

なったのです。A君の就職したいという気持ちが，自

分なりの方法を考えさせたのです。

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方（一次案）
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３ 子どもに期待し，可能性を信じる ～ できないと決め つけないで ～

（１）子どもはプライドをもっている

よく「できないからやらせない」「できないから援助し

てやる」ということを聞きますが，これは，教育でも指導

でもなく，また子どものプライドを傷つける行動です。

「できるかもしれないからやらせてみよう」「今はでき

ないが，できる方法は必ずある」といった期待をもった前

向きの指導を行えば，子どもの責任感やプライドを引き出

し，力を付けることができます。

（２）子どもは大人を見抜いている

指導者が自分をどれだけ期待してくれているかどうかと

いうことは，重度の障害のある子ども達でも敏感に察して

います。「この子は少しも言うことを聞かない，嫌になる」

という人は，その子に対して，自分だけに都合の良い勝手

な期待をかけているのかもしれません。

（３）子どもを一人の人間として好きになる

子どもに期待するということは子どもを好きになること

でもあり，子どもを理解しようとすることです。愛嬌があ

って可愛らしい人形ではなく，一人の感情のある人間とし

てその子の人間らしさや良さを好きになることで，その子

どもの良さを伸ばし，自立への導くことができるのです。

（４）子どもの可能性を信じる

知的な遅れを治すことはできませんが，子どもを発達

成長させるための努力はいくらでもできます。努力の結

「子どもの気持ちを支え，育てることが大切」 果が可能性に結びつき，一つの小さな成果が次の可能性

に結び付くのです。教師が子どもの自立をあきらめてし

まっては，子どもの可能性はゼロに近づきます。私たち

は子どもの未来を預かっているのです。

４ 子どもを正しく知る ～ 共感 的理解をもって ～

（１）子どもと共に活動する

子どもを知るとは，表面上のできること，できないこと

を把握することだけではありません。子どもと共に活動し，

共感的な生活をすることで，一人一人の子どもの特性や問

題が見えてきます。どんなに知識があっても，子どもと共

に活動できない人は，子どもとの信頼関係が築けず，指導

ができないのです。

（２）子どもの発達段階を正しくとらえる

子どもの発達段階を正しくとらえることは，特別支援教

育では重要な基本とされています。発達年齢を無視した課

題の設定では効果が上がりません。自分の力にあった課題

「名言と名句に学ぶ障害児の教育と学級づくり・授業づくり」（太田正己）より が適切に用意されれば，子ども達も生き生きと活動の中で

力を付けることができます。

【事例２】

「タオルのたたみ方を自分で考えたB君」
日帰り温泉で実習をすることになった重度のB君には，

担任の先生が毎日ついて行って，タオルのたたみ方を教

えることにしました。

しかし，三日たってもなかなかB君は一人でタオルをた

ためません。そんな時，社長から「自分の頭を使って自

分の力でできるようにならなくては，実社会で通用する

ような仕事はできるようになりませんよ」と言われ，担

任の先生は，巡回による指導に切り替えました。

社長は「タオルをたたみなさい」だけで，あとはじ

っと見守っているだけです。最初はもじもじしていた

B君でしたが，「いいからやってごらん」と励まされ，

周りのおばさん達の仕事の様子を見ながらやり始めま

した。社長はたたみ終わったタオルを点検して「ここ

はできてないよ」と言うだけです。

時間はかかりましたが，実習が終わる頃には，一人

でできるようになっていました。

誰かに教えられた方法では，タオルの形が変われば

また教え直さなければなりません。しかし，自分で方

法を考えられるようになれば，そういう心配もないの

です。

「子どもは心もちに生きている」

その子の今の心もちにのみ，
今のその子がある （倉橋 惣三）

これは，幼児教育の父と呼ばれる倉橋氏
(1882年生)の「こころもち」という文の最後の
一行です。
心もちとは，気持ちや感情のこと。子どもの

成長・発達を促す指導の基本は，子どもの気
持ちを大切にすることなのです。

３ 児童生徒の自主性や主体性を伸ばす基本
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■■ 児童生徒の発達の段階や実態を踏まえた指導を行うことは，特別支援教

育の基本。

■■ 子どもの発達段階（発達年齢）を正確に知るには心理検査が有効。実態や

特性の把握は，何をどのように指導するかということで変わってくる。

１ 実態把握の基本 ～ できるだけ早く 多面的に行う ～

■子どもの実態に応じるためのポイント 児童生徒の発達の段階（発達年齢）や実態（障害の状態

やできること，特性）を踏まえた指導を行うことは，特別

支援教育ではごく基本的なことです。

適切な実態把握なしに，適切な指導目標や手だてを立案

することは難しいです。特にも新入生を受け持つときや，

異動してきたばかりの時は，個別の指導計画や年間指導計

画の作成に苦慮することになります。

■実態把握の基本的な考え方 実態把握は，できるだけ早いうちにできていることが肝

心です。また，できるだけ多面的に把握することが必要で

す。行動観察だけの実態把握や，書類上だけの把握では，

その子どもの本当の力をわかったということにはならない

のです。

２ 実態把握の結果は指導に生かされなければならない

■指導に生かされる実態把握とは できるだけ，たくさんの情報があった方が良いことは当

然ですが，どのように指導に生かしていくのかというビジ

ョンをもっていなければ，ただ眺めるだけで終わってしま

います。

各学校で作成している実態把握表（フェイスシート）の

項目は，一つ一つが課題の設定や手だてを考える上でどの

ような役割をもっているでしょうか。指導に生かされる予

定のない項目は，個人情報の保護の観点からも削っていく

○ 障害の状態や発達段階をとらえる
○ 障害については基本的な障害の理解とその子にお
ける状態をとらえる

○ 発達段階は個人差と個人内差の二つからとらえる
○ 本人の願いや特性をとらえる
○ 本人の興味・関心，好み，苦手なことやくせをと
らえる

必要があります。

また，本人や保護者のニーズや願いを聞くときには，ニ

ーズや願いにどのように応えるのかということも予め用意

しておく必要があります。聞くだけ，聞いて，何もやって

もらえなければ，本人，保護者の信頼を失うことにもつな

がりかねません。

しかし，だれのための教育か，だれのための指導計画か

を考えたとき，本人，保護者のニーズを把握しないでいて，

実態を把握したとは言えないはずです。

○ 一人一人の良さや，できること，わかって
いることなど肯定的な把握を基盤に行う

○ 実態の内容は，活用しやすいよう観点別・項目別
に整理する

○ 医学的所見，心理検査結果等の情報を活用する
○ 複数の目で理解する

＜必要な条件＞
・学校としての育てたい子ども像やその学部に
おける役割が明確であること
・自校の子ども達の傾向や地域のニーズを十分
に把握していること
・実態把握の内容と指導目標，手だてに関連性
をもたせること

＜把握すべき内容＞
・障害の特性や発達の状態，健康状態
・前年度の学習や生活上の目標，到達点，有効
な手だてなど
・家庭環境，生活環境，他機関との連携の様子
・本人，保護者の願い（生活面，学習面，進路
面の現在の願いと将来的な願い）
・心理検査，発達検査等の記録 など

＊小学部では生活面についての細かな把握が，
高等部では進路面についての細かな把握が
必要になるなど生活年齢や健康状態（医療
的ケア）によって，把握すべき内容は異な
ります。

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方（一次案）
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３ 心理検査や発達検査等の結果をどう活用するか

■心理検査を実施するための基本 （１）心理検査を実施することの大切さ

心理検査の結果を過信することは厳に慎むべきことです

が，心理検査そのものを否定するというのも，非科学的で，

客観的な判断とは言えません。

最近の知能検査等は，最新の教育心理学の研究を基に，

適切な指導目標を設定したり，支援の方法を考えることを

目的にしてるものが多く，学ぶ価値は十分にあります。

行動観察からだけでは，わからない本人の全般的な発達

の水準や特性，得意な領域を見るためにも，心理検査を実

施し，活用することは大切です（【資料１】参照）。

■検査をすることのメリット
（２）どのように活用するか

検査の結果によって，その子どもの認知や運動の特徴や

発達年齢などがわかります。指導にいかすためのポイント

は，強い力（得意なところ）を把握し，課題や手だての中

に取り入れることです。また，弱い力（苦手なところ）に

ついては，それを補うための手だてや対策をとります。ま

た，検査の結果をもとに，保護者や本人に，その子どもの

得意なところや不得意なところと不得意なところへの対応

のアドバイスをすることで，障害の理解と自己理解を図る

ことができます（【資料２】，【資料３】を参照）。

４ 子どもを見る力（行動観察の力）を養う ～ 分 析的にとらえる視点が必要 ～

前任の担当者から引き継いだ実態把握表や心理検査等の

結果は，参考にすべき貴重な資料ですが，これだけでは実

際の指導を行うことはできません。

今の子どもの実態や状態をつかむためには，目の前の子

どもを見ることが必要です。ただ漫然と眺めるのではなく，

明確な意図（目的）をもって見ることが大切です（【図２】）。

行動観察とは，子どもが自由に行動している様子を見るだ

けでなく，ある課題を遂行している様子を見たり，こちら

から，意図的な関わり（質問等）をし，その対応を見たり

するということも含まれます。

子どものどこを重点的に見るのかは，その時の必要性に

よって変わってきますが，ポイントは，指導につながる見

方をすることです。つまり，「何がどのようにできるのか

ということと，問題があるときはどうすればそれが解決で

きそうか」というように，行動の意味を考えたり，分析的

にとらえることが大切なのです（【図１】）。

【図１】行動を分析的にとらえるポイント 【図２】全体像をとらえるためのポイント

○ 保護者の了解を得ること
○ 目的にあった検査を選択すること
○ 検査者は検査の手順を十分に習得すること
○ 結果を日常の生活の行動と結び付け，
解釈できる力を付けること

○ 検査結果を個別の指導計画に生かすこと
○ 児童生徒にとって利益や恩恵をもたらす
ものであること

○ 一度の結果だけで，全てを判断しないこと

○ 個別の指導計画等の目標の設定に役立つ
○ 本人の得意なところや苦手なところを分析
することができる（個人内差）

○ 得意なところを生かした課題や手だてを考
えることができる

○ 本人や家族の障害への理解を図ることがで
きる

○ 発達検査は，その子どものその時の発達の
状態をみるものであるため，定期的に実施
することで，その子どもに対する教育の効
果をはっきりと感じたり，他者に示したり
することができる（例：PEP-Rや K-ABC等）

・生活年齢の発達段階とのギャップ
・視覚、聴覚の使い方
・運動面の様子（粗大運動と微細運動など）
・物や人とのかかわり（集中度、ごっこ遊び、ルール遊びなど）

・情緒の安定度（怒り、不満、パニック等からの回復の様相など）
・日常の生活習慣（服装、排泄のサイン、食事や入浴，片付けなど）
・コミュニケーション（発話と言語理解、身振りサインの使い方など）

１．まず、生徒の様子を観察しましょう
（例） × 教示中に、きょろきょろしていたので、練習を

始める前に、もう一度教えなおした。
○ 教示中に、きょろきょろしていたが、様子を見
てから次の対応を考えることにした。

すぐに指示を重ねず、まず指示への対応の様子を見ます。

2. 生徒の様子を教員の思い込みで捉えないように
しましょう

（例） × 教示者の話を熱心に聞いていた。
○ 教示者が話をしているときには、教示者に視線
が向き、頷くことがあった。

記録をする際には、事実と事実から読み取れたことを区
別できるようにしておくことが必要です。

3. 生徒の様子と同時に、周囲の状況も注意して
観察しましょう

（例） × 窓の外に視線が向いた。
○ 車が通りすぎると、外に視線が向いた。

どういう状況の時に、どういう様子が見られたか把握しておくと、その
理由につながるヒントが見つかることがあります。

4. どうすれば課題に取り組めるか考えましょう
（例） ×生徒がボールペンを分解しないで座っていたが、

観察なので、何も働きかけずに見ていた。
○生徒がボールペンを分解しないで座っていたが、まずは様子
を観察し、どうすれば取り組めるか、次の働きかけを考えた。

全ての行動には意味があると捉え、行動の背景にある理由を考えて、
どのような指導や支援が必要か考えることが大切です。

４ 児童生徒の実態を把握するための基本
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＜主な心理・発達検査の種類と特徴の紹介＞

(1)全般的な知能の特性を測る検査
検 査 名 目 的 適用年齢 特 徴

田中ビネー 幼児～成人の知的水準や発達 ２歳～成人 ・多角的，総合的に一般知能を判定
知能検査Ｖ 状態を明らかにする 所要時間 30～60 ・教育相談，障害児教育，進路相談など様々な分

分 野で幅広く活用されている
ＷＩＳＣ－Ⅲ 児童生徒の知能を個別に精密 ５歳～16歳11ヶ月 ・言語性ＩＱ，動作性ＩＱ，全ＩＱの３種類のＩＱ，
知能検査 に診断し，知能構造を明らか 所有時間 約60分 ４つの群指数と下位検査プロフィールなどの詳細

にする な診断ができる
ＷＰＰＳＩ 主に幼児用として用いる ３歳10ヶ月～７歳 ・知能の状態を「個人内差」という観点から分析的
知能診断検査 11ヶ月 約45分 に診断できる

・幼児用の「ＷＰＰＳＩ」，成人用の「ＷＡＩＳ－Ⅲ
ＷＡＩＳ－Ⅲ 主に成人用として用いる 16歳～74歳 （2006.6)」がある
成人知能検査 所要時間 60～90 ＊WISCーⅣが2～3年後に発売予定

分
Ｋ－ＡＢＣ心理・ 知能の特性を継時処理，同時 ２歳～12歳11ヶ月 ・知能と習得度を分けて測定する
教育アセスメント 処理のモデルから明らかにす 所要時間 30～60 ・子どもの得意な認知処理スタイルを発見し，検査
バッテリー る 分 結果を指導に結びつける

＊ Kー ABCⅡ 2008年頃発売予定

(2)行動・社会性に関する検査
検 査 名 目 的 適用年齢 特 徴

新版Ｓ－Ｍ社会 社会生活に必要な基本的な生 乳幼児～中学生 ・子どもの日常生活の様子から○×を記入するだけ
生活能力検査 活能力の発達を明らかにする 所要時間 約20分 で，簡単に社会生活年齢を算出することができる

・「身辺自立」「移動」「作業」「意思交換」「集団参加」
「自己統制」の６領域からの発達を知ることができる

精研式 自閉児の発達的障害が，現在，２歳～12歳 ・行動特徴を大づかみに把握し，治療方針を明らか
ＣＬＡＣ－Ⅱ どの側面について，どの程度 にする
（一般用） であるかを明らかにし，その 所要時間 40～50 ・実施してきた療育の効果判定，自閉性障害の改善

診断と指導に役立てる 分 度を示す
・評定者は，前半は保護者，後半を先生に分けて実施

(3)発達に関する調査
検 査 名 目 的 適用年齢 特 徴

新版Ｋ式発達検 精神発達の様々な側面にわた ０歳～成人 ・乳幼児期から全ての年代の子どもに適用でき，精
査 って，全般的な進みや遅れな 所要時間 約40分 神機能等を多くの側面にわたってとらえることが

どを調べ，療育に役立てる できる
・検査用具が子どもにとって遊びに感じられ，自発
的で自然な行動が観察しやすい

新訂版 自閉児・ 自閉児及びコミュニケーショ ６ヶ月～７歳程度 ・ほとんどの項目が言語なしで実施できる
発達障害児教育 ン障害をもつ発達障害児にど 所要時間 年齢に ・実施方法が柔軟で，時間制限がない
診断検査 のような教育指針を立てたら よって異なるが， ・重度の障害児にも興味が持てる検査用具
（ＰＥＰ－Ｒ） よいかを明らかにする 遊びながら実施す ・TEACCHプログラムの中で開発された評価法

るので45分～1時 ・個別の指導計画の作成に活用される
間30分 ＊ＰＥＰ－Ⅲ：2007年発売予定

(4)言語発達に関する検査
検 査 名 目 的 適用年齢 特 徴

ＩＴＰＡ言語学 情報処理に関する知的能力を ＣＡまたはＭＡが ・一般的な知能活動のうち，コミュニケーション過
習能力診断検査 分析的に明らかにする。認知 ３歳以上１０歳未 程に必要な心理的機能を測ろうとしている
(93年改訂版) 発達に遅れや偏りを持つＬＤ 満 ・言語学習能力に関わる「個人内差」を明らかにす

児などの認知構造理解に有用 所用時間 約60分 る
絵画語彙発達検 言語能力の発達を語彙という ３歳～10歳11ヶ月 ・言語表出を必要としないので，幼児や発達遅滞児
査（ＰＶＴ） 側面から明らかにする 所有時間 約15分 にも使える

・知能検査と組合せ，バッテリーとして用いると有
効である

(5)その他の検査
検 査 名 目 的 適用年齢 特 徴

フロスティッグ 視知覚能力の発達が不十分な ４歳～７歳 ・「視覚と運動の協応」「図形と素地」「形の恒常性」
視知覚発達検査 児童への治療教育に役立たせ 「空間における位置」「空間関係」の５領域におい
（ＤＴＶＰ） る て知覚技能を測定
ベンダーゲシュ 視覚・運動形態の正確さを見 ５歳～成人 ・作業法による人格テストの一つ
タルトテスト る 所有時間 10～20 ・脳の成熟度，微細脳損傷，情緒状態，精神障害の
（ＢＧＴ） 分 種類と状態を見る場合にも用いられる
グッドイナフ人物 人物画の分析によって，知的 ＭＡ ３歳～９歳 ・人物像の抽出が可能であれば検査可能である
画知能検査 発達水準を測定する 所要時間 約10分 ・幼児，小学校低学年児，知的障害児を対象として
（ＤＡＭ） 動作性の知的発達水準を測定する
ＬＤ判断のため ＬＤ（学習障害）のある子ど 主に小学生 ・主要な６つの基礎学力（聞く，話す，読む，書く，
の調査票 もが示すことが多い特徴を見 中学生については 計算する，推論する）と行動，社会性の計８つの
（ＬＤＩ） ることによってＬＤの可能性 小６の尺度を準用 領域から構成されている。

の有無を調べる検査 所要時間 約40分 ・心理，教育，医学等の領域の専門家が教育的判断
をする際の一つの資料として用いる

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方（第一次案）

【資料１】
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＜WISC-Ⅲ知能検査の概要の紹介＞

特別支援学校や特別支援学級で用いられることの多い，
WISC-Ⅲ知能検査の概要について紹介します。

１ ＷＩＳＣ－Ⅲの概要
【WISC-Ⅲ 検査器具等】

【表１】ＷＩＳＣ－Ⅲの概要
適応年齢 ５歳０ヶ月～１６歳１１ヶ月

下位検査 ○言語性検査・基本検査６種類（知識，類似，算数，単語，理解）・補助検査１（数唱）
○動作性検査・基本検査７種類（絵画完成，符号，絵画配列，積木模様，組合せ）

・補助検査２種類（記号探し，迷路）
結果の表示 ○ＩＱ ：言語性ＩＱ(ＶＩＱ)，動作性ＩＱ(ＰＩＱ)，全検査ＩＱ(ＦＩＱ)

○群指数：言語理解(ＶＣ)，知覚統合(ＰＯ)，注意記憶(ＦＤ)，処理速度(ＰＳ)
○プロフィール表記

特徴 個別式の検査法で，測定された知能の内容を分析し診断的に理解する

２ ＷＩＳＣ－Ⅲの下位検査

【表２】ＷＩＳＣ－Ⅲの下位検査の概要

下位検査 概 略 測定される主な固有の能力

知識 日常的な事柄や場所，歴史上の人物など，一般的な知識 ・一般的事実についての知識量

に関する質問をしてそれに言葉で答えます

類似 共通の概念をもつ２つの言葉（刺激語）を口頭で示し， ・論理的なカテゴリー的思考力

どのように類似しているか答えます

言 算数 算数の問題を口頭で指示し，子どもは紙や鉛筆を使わず ・計算力

語 暗算で答えます

性 単語 単語（刺激語）を口頭で指示しその意味を答えます ・言語発達水準
検 ・単語に関する知識

査 理解 日常的な問題の解決と社会的なルールなどについての理 ・実際的知識を表現する力
解に関する一連の質問をして，口頭で答えます ・過去の経験や既知の事実を正確

に評価する力

数唱 数字（数系列）を読んで聞かせ，同じ順番で（順唱）あ ・聴覚的短期記憶

るいは逆の順番（逆唱）でその数字を答えます

絵画 絵カードを見せ，その絵の中で欠けている重要な部分を ・視覚刺激に素早く反応する力
完成 指さしか言葉で答えます ・視覚的長期記憶

符号 幾何図形（符号Ａ）または数字（符号Ｂ）と対になって ・指示に従う力・動作の機敏さ

いる簡単な記号を書き写します ・事務処理の速度と正確さ
・視覚的短期記憶

絵画 短い物語を描いた何枚かの絵カードを決められた順序に ・結果を予測する力
動 配列 並べて見せ，物語の意味が通るように並べ替えます ・時間的な順序の認識ないし時間概念

作 積木 モデルとなる模様（実物またはカード）を提示，同じ模 ・全体を部分に分解する力
性 模様 様を決められた数の積木を用いて作ります ・非言語的な概念(解法の法則性

検 など)を形成する力
査 ・自分が考案した空間構想に対象

を位置付ける力

組合 ピースを特定の配列で提示し，それを組み合わせて，具 ・感覚運動のフィードバックを利用する能力

せ 体物の形を完成します ・部分間の関係を予測する力
・思考の柔軟性

記号 左側の刺激記号が右側の記号グループの中にあるかどう ・視覚的探索の速さ
探し か判断し，回答欄に○をつけます

迷路 迷路問題を解きます ・視覚的パターンをたどる力
・見通し能力

【研修用ビデオ紹介】

＊ DVD版も
発売予定
(2007.7)
31,500円

【WISC-Ⅲ研修用ビデオ】

知能検査は，手引き書のとおり，実施する必

要があります。WISC－Ⅲは，手順がやや複
雑ですので，研修用ビデオを活用すると，早

く正確にマスターすることができます。

【資料１・２】主な心理・発達検査の種類と特徴・WISC-Ⅲの概要

【資料２】
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３ ＷＩＳＣ－Ⅲの数値の意味

(1)全検査ＩＱ（ＦＩＱ）
全般的な知的発達の水準を把握するものです。ＷＩＳＣ－ⅢのＩＱは全て偏差ＩＱで，平均が100，標準偏差

が15に設定されています。知能水準の段階としては【表３】のとおりです。実際の解釈には，測定標準誤差を考
慮する必要があります。また，言語性ＩＱ（ＶＩＱ）と動作性ＩＱ（ＰＩＱ）の間に著しい差，下位検査の評価
点（ＳＳ）に著しいばらつきがある場合は，慎重に解釈します。

【表３】知能水準の分類
ＩＱ 分 類 理論上の割合（％）

１３０以上 非常に優れている ２．２

１２０～１２９ 優れている ６．７

１１０～１１９ 平均の上 １６．１

９０～１０９ 平均 ５０．０

８０～８９ 平均の下 １６．１

７０～７９ 境界線 ６．７

６９以下 精神遅滞 ２．２

(2)言語性ＩＱ（ＶＩＱ）と動作性ＩＱ（ＰＩＱ）
言語性ＩＱ（ＶＩＱ）は，主に言語性の能力や聴覚－音声処理過程の能力を測定する指標であり，過去の学習

経験を得られた判断力や習慣などの結晶性知能との関係が深いとされています。
動作性ＩＱ（ＰＩＱ）は，動作性能力や視覚－運動処理過程の能力を測定する指標で，また，新しい状況に適

応する流動性知能との関係が深いとされています
言語性ＩＱ（ＶＩＱ）＞動作性ＩＱ（ＰＩＱ）→言語性優位の可能性（ＶＣ＞ＰＯで確定）
言語性ＩＱ（ＶＩＱ）＜動作性ＩＱ（ＰＩＱ）→動作性優位の可能性（ＶＣ＜ＰＯで確定）

(3)群指数
知能のより分析的な解釈を可能にする指標であり，以下の４つがあります。

【表４】４つの群指数と，各群指数で測定される主な能力
群指数 構成する下位検査 測定される主な能力

言語理解 知 識 ・言語的な情報や，自分自身がもつ言語的な知識を状況に合わせて応用できる能

（ＶＣ） 類 似 力

単 語 [言語意味理解，言語的知識，言語的推理，言語表現]

理 解

知覚統合 絵画完成 ・視覚的な情報を取り込み，各部分を相互に関連付け全体として意味あるものへ

（ＰＯ） 絵画配列 まとめ上げる能力

積木模様 [視覚的刺激の統合，非言語的思考，非言語的推理，同時処理]

組 合 せ

注意記憶 算 数 ・注意を持続させて聴覚的な情報を正確に取り込み，記憶する能力

（ＦＤ） 数 唱 [注意の範囲，聴覚的な短期記憶，聴覚的な系列化，継時処理，聴覚的情報の記号

化]

処理速度 符 号 ・視覚的な情報を，事務的に数多く，正確に処理していく能力

（ＰＳ） 記号探し [反応の速さ，視覚的短期記憶，視覚的情報の記号化]

【図書紹介】

WISC-Ⅲの基本的な解釈や個別の指導計画への活用を学ぶためには，
「軽度発達障害の心理アセスメント（上野一彦ら著）日本文化科学社」が
おすすめです。この資料もこの図書を参考に作成しています。

WISC-Ⅲのさらに本格的な解釈の方法（プロフィール分析）や
検査結果の本格的なレポートの書き方，他の心理検査との関連等の
専門的な知識を得たい場合は，「WISC－Ⅲアセスメント事例集（藤田
和弘ら著）日本文化科学社」がおすすめです。

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方（第一次案）

【資料２】
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＜WISC-Ⅲ知能検査の結果を指導・支援に活用するために＞

ここでは，検査結果から求められた群指数（ＶＣ，ＰＯ，ＦＤ，ＰＳ）に着目した，それぞれの群指数
の特性から生じる学習面，行動面・社会性での困難，及び支援の例を紹介します。

【学習面における支援】

１ 言語理解（ＶＣ）が弱い子どもへの学習面の支援

支援の例

○言語指示はやさしいことばで簡潔に，ゆっくり，はっきり伝える

○一度で理解できない時には指示を繰り返す

○集団指示を理解できない時には個別に言う

○絵や図，文字やモデルを示して伝える

○実際の生活や場面と結び付ける

○文章の内容を絵で示す

○作文を書く際，写真や資料などを手がかりとして与える

○文章題を解く際，キーワード（例：「合わせて」「のこりは」）に注目させる

○文章題の内容を絵や図で示す

２ 知覚統合（ＰＯ）が弱い子どもへの学習面の支援

支援の例

○ことばで説明する

○ひとつひとつ順を追って説明する

○部分から全体へ説明する（例：段落をおさえてから文章全体へ）

○頭の中で操作させるのではなく，具体物を用いる

○図形の特徴などは，ことばで定義付ける

○モデルを提示するときには，ことばを添えて説明する

○位置や場所などは上下左右，順序，方向，目印などを言語化して確認する

（例：上から○段目，右から△番目）

【資料２・３】WISC-Ⅲの概要，検査結果を指導・支援に活用するために

【資料３】

基礎的な困難として考えられること

●ことばを理解することが苦手

●ことばで表現することが苦手

●ことばを使って考えることが苦手

認知特性から生じる学習の困難例
●指示の理解が難しい
●あることばを間違った意味で使うことがある
●文法的に不正確な言い方をする
●音読はできても内容を理解していないことがある
●作文を書く際、内容的に乏しい
●文章題を解くのが難しい
●時間の概念を表す言葉の理解が難しい

基礎的な困難として考えられること

●目で見たことを理解することが苦手

●動作で表現することが苦手

●物事を空間的・総合的に処理するこが苦手

認知特性から生じる学習の困難例

●聞いた内容を頭の中でまとめることが難しい（なぞなぞ）

●話している内容がまとまりにくい

●文章を要約することが難しい

●量を比較することが難しい

●形を弁別したり、構成したりすることが難しい

●図形の見取り図や展開図を描くことが難しい

●表やグラフにまとめることが難しい
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３ 注意記憶（ＦＤ）が弱い子どもへの学習面の支援

支援の例

○注意の集中を促してから話しかける

○言語指示や説明は簡潔に行う

○一度で理解できない時には指示を繰り返す

○集団指示を理解できないときには個別に言う 「書きます」

○絵や図，文字やモデルを補助的に用いる 「聞いて」

○覚える事柄を意味づけして覚えやすくする

○紙を使って計算させる 「やめて」

○メモを活用する

○九九を覚えられない場合は，九九表を使っても良いことにする

４ 処理速度（ＰＳ）が弱い子どもへの学習面の支援

支援の例

○ことばで説明する

○図形の特徴などは，ことばで定義付ける

○覚える事柄を，意味付けして，覚えやすくする

○課題に費やす時間を十分にとる

○文章を分かち書きにして示す

○使いやすい筆記用具（鉛筆，消しゴムなど）を用意する

○（黒板の字など）視写する量を減らす（例：ワークシートの利用）

○写すべき見本をなるべく子どもの近いところに置く

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方（一次案）

【資料３】

基礎的な困難として考えられること
●ことばや数をすぐに覚えることが苦手
●数の操作が苦手
●注意の集中や持続が困難

認知特性から生じる学習の困難例
●聞き間違いがある
●聞いたことをすぐに忘れる
●ちょっとした雑音でも注意がそれやすい
●促音や拗音などの特殊音を書き誤る
●書けないひらがなやカタカナがある
●簡単な計算や暗算ができない
●九九が暗唱できない

基礎的な困難として考えられること
●目で見たことをすぐに覚えることが苦手
●形を正確にとらえることが苦手
●物事を素早く処理することが苦手
（目と手の協応の力）

認知特性から生じる学習の困難例
●書くのが遅い
●文字を視写することが難しい
●書くときの姿勢や、鉛筆等の用具の使い方がぎこちない
●音読が遅い
●形態的に似た漢字と読み誤る
●演算記号（＋、－、×、÷、等）の理解が難しい
●計算が遅い
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【行動面・社会性への支援】

１ 言語理解（ＶＣ）が弱い子どもへの行動面・社会性への支援

支援の例

○言語指示はやさしいことばで簡潔に，ゆっくり，はっきり伝える

○一度で理解できない時には指示を繰り返す

○集団指示を理解できない時には個別に言う

○絵や図，文字やモデルを示して伝える

○約束は紙に書いて確認する

○絵や写真などを見ながらマンツーマンで会話の練習をする

○あいさつや約束の取り決めなど，ロールプレイをとおして練習をする

２ 知覚統合（ＰＯ）が弱い子どもへの行動面・社会性への支援

支援の例

○場面や状況，その時の気持ちなどをわかりやすいことばで伝える

○ロールプレイを通して対人的な行動について練習する

○位置や場所などは上下左右，順序，方向，目印などを言語化して確認する

（例：上から２段目，右から３番目のロッカー）

○持ち物はしまう場所ごとに色分けした目印を付けておく

○ルールはことばを用いて一つずつ確認する

【資料２・３】WISC-Ⅲの概要，検査結果を指導・支援に活用するために

【資料３】

基礎的な困難として考えられること
●ことばを理解することが苦手
●ことばで表現することが苦手
●ことばを使って考えることが苦手

認知特性から生じる行動や社会性の困難例
●言語的な指示が理解できず集団行動からはずれてしまいや
すい

●日時や場所、やりとりなどの理解と表現が不正確でトラブ
ルになる

●事の流れや感情などをことばで説明できず誤解されやすい
●会話に参加することが難しい

基礎的な困難として考えられること
●目で見たことを理解することが苦手
●動作で表現することが苦手
●物事を空間的・総合的に処理するこが苦手

認知特性から生じる行動や社会性の困難例
●場面や状況、相手の表情を理解できずその場にあった行動
ができない

●位置や方向、場所などを間違えてトラブルになる
●持ち物の整理や分類がしにくい
●社会的なルールが理解しにくい
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３ 注意記憶（ＦＤ）が弱い子どもへの行動面・社会性への支援

支援の例

○注意の集中を促してから話しかける

○言語指示や説明は簡潔に行う

○覚える事柄を意味付けして覚えやすくする

○絵や図，文字やモデルを補助的に用いる

○覚えておくべき事をメモする習慣を形成する

○あいさつやよく用いる言い回しなどはロールプレイをとおして練習する

４ 処理速度（ＰＳ）が弱い子どもへの行動面・社会性への支援

支援の例

○授業によって必要な準備や用具のチェックリストを作る

○使う用途によって持ち物に色分けした目印を付けておく

（例：図工の時間に使う物に赤いシールを貼っておく）

○課題の優先順位を考え，授業時間内に行う課題を厳選する

○学校全体で異年齢集団での活動を積極的に取り入れる

【実践・資料編】第３部 キャリア発達を促す指導・支援の基本的な在り方（一次案）

【資料３】

基礎的な困難として考えられること
●ことばや数をすぐに覚えることが苦手
●数の操作が苦手
●注意の集中や持続が困難

認知特性から生じる行動や社会性の困難例
●友だちの名前が覚えられない

●約束を覚えていられずトラブルが生じやすい

●相手の話を最後まで集中して聞いていられない

基礎的な困難として考えられること
●目で見たことをすぐに覚えることが苦手
●形を正確にとらえることが苦手
●物事を素早く処理することが苦手
（目と手の協応の力）

認知特性から生じる行動面・社会性の困難例
●必要な物がすぐに見つけられない・授業の準備が間に合わ
ない

●授業時間内に課題が終わらない・板書を写し終えることが
できない

●活動のペースがゆっくりで、同学年集団の遊びについてい
けない
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●●● コラム ３ ●●>

「キャリア・カウンセリングとは」

キャリア・カウンセリングについて，文部科学省の「キャリア教育の推進に関する総合的調査

研究協力者会議中間報告」(2003)によると，以下のように述べられています。

「学校におけるキャリア・カウンセリングは，子ども達一人一人の生き方や進路，教科・科目

等の選択に関する悩みや迷いなどを受け止め，自己の可能性や適性についての自覚を深めさせた

り，適切な情報を提供しながら，子ども達が自らの意思と責任で進路を選択できるようにするた

めの個別またはグループ別に行う指導援助である」とし，キャリア発達を促すためには，児童生

徒一人一人に対するきめ細やかな指導・援助を行うキャリア・カウンセリングの充実は極めて重

要であるとしています。

キャリア・カウンセリングは，従来の進路相談や進路指導をキャリア教育の視点からとらえな

おした相談活動と考えることができます。すなわち，出口(進路先）を決めるだけではなく，その

人の生き方に関する悩みを聞き，自分でこれからの方向性を決める（自己決定）ことができるよ

うにする援助です。

キャリア・カウンセリングは目的による分類では，開発的カウンセリングと呼ばれるものに属

し，治療的カウンセリング（心理的な治療：治す），予防的カウンセリング（問題の予防：防ぐ）

とは異なり，人間としての発達をより積極的に高めるためのものとされています。ですから，問

題のある児童生徒だけを対象としているのではなく，全ての児童生徒が対象です。

知的障害のある児童生徒に対しても，自分で将来の生活を自己選択・自己決定していく力を付

けるためには，このキャリア・カウンセリングの理論を学び，進路ガイダンスや個人面談等に活

用していく必要があります。

キャリア・カウンセリングは，学級担任や進路担当の教師が主に当たることになるでしょうが，

その流れの基本は以下のとおりです。

＜キャリア・カウンセリングのプロセス＞

① 相談の開始と人間関係の確立

② 来談目的，問題の処理，自己理解の程度などの明確化

③ 来談の目標，当面の理解を要する問題を明らかにする

④ 問題解決と自己理解を図る

⑤ 現実吟味をさせる

⑥ 意思決定と次の行動の計画を立てさせる

学級担任が行う場合の留意点としては，

① 各児童生徒の資料の収集と課題の整理，

② 学級での進路指導と平行して行う，

③ 家庭との連絡を密に行う，

④ 計画的な実施とその結果の整理，です。

障害のある人やその家族にとっては，進路には大きな不安がつきまといます。その不安をやわ

らげ，自分なりの良さを生かした明るい未来を築けるように支援できる力が求められています。

（参考：「進路指導・キャリア教育の理論と実践」吉田辰雄ら著）

【コラム３】キャリアカウンセリングとは
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